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3 月号曲千

今月の主な紙面
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武水別神社神主松田館・長屋門

近世初頭から武水別神社の神主を務める松田家。松田

館は、神官の住居として屈指の屋敷構えを持ち、当時の

屋敷環境のほとんどが保たれている貴重な遺構です。

市政トピックス
阿部知事が新幹線新駅誘致期成同盟会顧問に就任 など

【特集】　松田館

4月から導入「副学籍」

今月の表紙

松ま

つ

田だ

館
や

か

た

～
千
曲
市
に
残
る
歴
史
～

特  集
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平
成
29
年
2
月
3
日
に
、
阿
部
知

事
が
北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成
同

盟
会
の
顧
問
に
就
任
し
ま
し
た
。

阿
部
知
事
の
顧
問
就
任
に
よ
り
、

北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成
同
盟
会

は
、
県
内
18
市
の
市
長
と
市
議
会
議

長
な
ど
と
と
も
に
、
全
県
的
な
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
同
盟
会
に
は
県
経

営
者
協
会
な
ど
71
団
体
が
参
画
し
て

お
り
、
県
関
係
の
国
会
議
員
な
ど
、

顧
問
は
１
１
１
人
、
相
談
役
と
参
与

が
78
人
、
会
を
運
営
す
る
役
員
は
71

人
、
会
員
は
約
１
万
２
７
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す（
2
月
現
在
）。

阿
部
知
事
の
顧
問
就
任
を
受
け
、

市
は
期
成
同
盟
会
と
と
も
に
今
後
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
な
ど
に
新
駅

設
置
を
要
望
し
、
引
き
続
き
新
駅
設

置
の
有
効
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

一般 社団法 人「 信州千曲観光 局」設立に向けて

千 曲 版 Ｄ Ｍ Ｏ セ ミ ナ ー 開 催

千 曲 市 移 住 ガ イ ド を

ご 活 用 く だ さ い

別 冊 Ｋ Ｕ Ｒ Ａ「 信 州 千 曲 市 」を 作 成

市
で
は
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
移

住
や
千
曲
市
民
の
定
住
を
促
す
た

め
、
先
ご
ろ
、
出
版
社
と
の
官
民
協

働
事
業
に
よ
り
、
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ「
信

州
千
曲
市
」を
作
成
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
移
住
経
験
を
持
つ
た

く
さ
ん
の
市
民
が
活
躍
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
人
た
ち
が
感
じ
て
い
る
千

曲
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
は
、
移
住

を
考
え
て
い
る
市
外
・
県
外
の
移
住

希
望
者
を
千
曲
市
へ
引
き
寄
せ
て
く

れ
る
力
が
あ
り
ま
す
。こ
の
本
は
、最

近
話
題
の
市
民
活
動
や
千
曲
で
自
慢

の
農
業
、
も
の
づ
く
り
、
芸
術
、
歴
史

な
ど
を
、
市
民
の
笑
顔
と
四
季
折
々

の
す
ば
ら
し
い
風
景
の
写
真
と
と
も

に
1
冊
に
収
め
た
、
千
曲
の
魅
力
満

載
の
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

＊参加費無料、どなたでも参加できます

■問い合わせ先　戸倉庁舎・地域活力創造課（内線6272）

勉
学
な
ど
で
ふ
る
さ
と

を
離
れ
た
お
子
様
や
市

外
・
県
外
で
移
住
を
考
え

て
い
る
知
り
合
い
の
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
お
勧
め
く

だ
さ
い
。

千
曲
市
移
住
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ「
信

州
千
曲
市
」は
、
県
内
の

書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

お客様・住民・居住者

千曲版ＤＭＯ

交通事業者 商工業 宿泊施設 農林漁業 飲食店 行政 地域住民

問い合わせの一元化
ワンストップサービス機能

日時 　 3 月8日（ 水 ）午 後 7時 ～ 8 時 3 0 分

場 所 　 更 埴 文 化 会 館  小 ホール

■問い合わせ先　上山田庁舎・観光課（内線7222）

千曲ブランドの発信
情報発信の一元化
集客・誘客の一元化

第 二 次 千 曲 市 総 合 計 画（案 ）に

対して審 議 会が 最 終 答 申

「 科 野の国 さらしな はにしな

　 　 　 　 　史
し と

都がにぎわう 信州の交流 拠点  千曲 」

■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

千
曲
市
総
合
計
画
審
議
会
は
、
平

成
28
年
８
月
と
10
月
に
岡
田
市
長
よ

り
諮
問
さ
れ
た
第
二
次
千
曲
市
総
合

計
画「
基
本
構
想
案
・
基
本
計
画
案
」

の
審
議
・
調
査
を
終
え
、２
月
13
日

に
市
役
所
更
埴
庁
舎
で
岡
田
市
長
に

最
終
答
申
を
し
ま
し
た
。

市
政
運
営
の
長
期
的
な
指
針
と

な
る「
千
曲
市
総
合
計
画
」は
、
現
計

画（
平
成
19
～
28
年
度
）の
計
画
期

間
が
平
成
28
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
第
二
次
千
曲
市
総
合

計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
審
議
会
は
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
、
10
回
に
わ
た
り
審
議
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
審
議
・
調
査
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

答
申
に
は
、
お
お
む
ね
諮
問
案
を

了
承
し
た
う
え
で
、「
将
来
に
わ
た

　

阿
部
知
事
が

顧
問
に

就
任

ま
た
、
期
成
同
盟
会
で
は
新
幹
線

新
駅
誘
致
実
現
の
た
め
の
賛
同
署
名

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
新
幹
線
対
策
室（
内
線
５
３
２
１
） ▲12月19日に更埴文化会館で開催された北陸新幹

線新駅誘致期成同盟会総会

▲官民が連携した千曲版ＤＭＯ
の設立準備委員会を開催

４月１日設立に
向けて準備中 !!

【イメージ図】
観
光
を
取
り
巻
く
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
千
曲
市
観

光
の
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
と
実
行

体
制
の
さ
ら
な
る
進
化
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
千
曲
市
観
光
協
会

を
解
散
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
新
た
な
観

光
推
進
組
織（
千
曲
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）「
信

州
千
曲
観
光
局
」を
設
立
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

第
一
人
者
で
あ
る
清
水
愼
一
さ
ん（
ま

ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）が「
観
光
に
よ
る
豊
か
な
地
域
づ

く
り
」「
千
曲
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
さ
れ

る
役
割
」な
ど
全
国
の
事
例
と
実
情

と
を
比
較
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

市政トピックス

北
陸
新
幹
線

　
　
新
駅
誘
致
期
成
同
盟
会

り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
よ
り
一
層
堅
持
し
て

い
た
だ
き
た
い
」な
ど
計

画
を
進
め
て
行
く
う
え
で

の
４
つ
の
留
意
事
項
が
付

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で

は
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

最
大
限
に
尊
重
し
議
案

と
し
て
ま
と
め
、
市
議
会

３
月
定
例
会
に
提
出
し
ま

す
。

▲岡田市長に答申書を手渡す藤居良夫会長
（中央）と鹿田厚子副会長（右）

定
価
１
０
０
０
円（
税
込
）

▲
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中
世
か
ら
残
る
貴
重
な
神
主
屋
敷

八
幡
地
区
の
中
心
に
位
置
す
る
武

水
別
神
社
で
は
、
毎
年
12
月
に
国
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る「
大
頭
祭
」が
行
な
わ
れ
て
お

り
、４
０
０
年
も
の
歴
史
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
田
館
は
、
こ
の
神
社
西
側
を
通

る
県
道
か
ら
大
門
を
入
っ
た
先
に
、

１
８
６
６
坪（
南
北
約
93
ｍ
、
東
西

約
73
ｍ
）の
屋
敷
を
構
え
て
い
ま

す
。
屋
敷
の
四
方
に
は
高
さ
約
3
ｍ

の
土
塁（
土
手
状
の
防
御
施
設
）や

幅
約
4
ｍ
、
深
さ
約
2
ｍ
の
堀
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
残
る
堀
は

東
側
の
み
で
、
ほ
か
は
堀
が
埋
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査

の
結
果
か
ら
、
土
塁
は
、
16
世
紀
代

室
町
か
ら
戦
国
時
代
の
築
造
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
松
田
館
は
、
主お

も
や屋

や

御お
た
ま
や

霊
屋
・
西
の
土
蔵
な
ど
が
寛
政
3

年（
１
７
９
１
）以
前
に
、斎さ

い
か
ん館

や
長

屋
門
・
隠
居
屋
な
ど
は
江
戸
時
代
後

半
か
ら
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
か
ら
の
神
主

の
館
が
、
現
在
も
神
社
や
祭
礼
と
一

体
に
な
っ
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

松
ま つ

田
だ

館
や か た

戦 国 時 代 に 建 て ら れ た と さ れ る 松 田 館 。武 水 別 神 社 神 官 の 松 田 家 の 神 主 屋 敷 と し
て 、 県 内 屈 指 の 屋 敷 構 え を 持 ち 、 一 万 数 千 点 に の ぼ る 古 文 書 ・ 書 画 ・ 道 具 類 な ど の
貴 重 な 資 ・ 史 料 が 残 さ れ て い ま す 。
今 回 の 特 集 は 、4 0 0 年 以 上 の 歴 史 を 持 つ 長 野 県 史 跡「 松 田 館 」を 紹 介 し ま す 。

博
物
館
と
し
て
公
開
予
定

平
成
16
年
に
武
水
別
神
社
宮
司
の

松
田
孝
弘
さ
ん
か
ら
、
長
野
県
宝
に

指
定
さ
れ
た
松
田
家
住
宅
主
屋
や
市

指
定
文
化
財
の
付
属
建
物
な
ど
11
棟

を
市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
市
は

建
物
や
一
万
数
千
点
の
古
文
書
な
ど

資
・
史
料
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た

め
、
松
田
家
資
料
等
保
存
整
備
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、
主

屋
・
土
塁
・
堀
の
整
備
な
ど
が
完
了

し
、
平
成
31
年
度
に
は
全
体
を
博
物

館
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
す
。

特 

集

明
治
34
年（
１
９
０
１
）　
「
長
野
縣
更
級
郡
八
幡
邨
松
田
穂
並
邸
宅
」よ
り

▲

●天正12年（1584）

　　

●文禄元年（1592）

 

●江戸時代前期　

●明治元年（1868）

　

●明治時代　　　

●平成7年～15年

●平成15年

●平成16年1月　   

●平成16年11月    

●平成17年～　    

●平成18年4月

 

●平成26年2月 

●平成26年

●平成28年

松田館
歴史年表

▲屋敷の北側の堀跡を発掘調査、
幅約４ｍ、深さ約２ｍであるこ
とが判明

▲堀跡から、内
な い じ な べ

耳鍋やかわらけと
呼ばれる戦国時代の土器が出土

▲天正12年 (1584) 上杉景勝か
ら松田氏に、稲荷山城と八幡神
領の管理を命じた文書

発見された貴重なもの

上杉景勝　稲荷山城を築く

この頃に松田館が設けられたとみ

られる

頭 人 行 事 の 頭 人 名 が 記 さ れ た

「御
おとうちょう

頭帳」が残る

主屋など建築

幕末に隠居屋・斎館建築

神仏分離（廃
は い ぶ つ き し ゃ く

仏稀釈）により神宮

寺が廃寺となる

新座敷建築

八幡村役場・駐在所・郵便局など

が置かれる

松田家資料調査を市民団体の協力

を得て実施

千曲市指定有形文化財「松田邸」

松田家資料保存整備計画策定

長野県宝「松田家住宅主屋」

松田家資料保存整備事業着手

長野県史跡「武水別神社神主松田

家館跡」

長野県宝「松田家斎館」

長屋門修理完成

堀修理完成

～
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室
町
・
戦
国
時
代
か
ら
つ
づ
く

屋
敷
跡
に
は
、
18
世
紀
前
半
に
建

て
ら
れ
た
茅
ぶ
き
の
主
屋
が
あ
り

ま
す
。
江
戸
時
代
は
仏
教
が
国
教

で
、
更
級
八
幡
宮（
武
水
別
神
社
）

は
寺
院
と
さ
れ
、
信
州
八
幡
神
宮

寺
が
将
軍
に
お
目
見
え
の
特
権
を

も
ち
、
神
主
は
松
代
藩
の
寺
社
奉

行
の
管
轄
下
で
し
た
。そ
の
た
め
、

近
世
の
神
主
屋
敷
は
民
家
造
り

で
あ
り
、
禊み

そ
ぎ

用
の
湯
殿（
身
を
清

め
る
場
所
）を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
神
主
屋
敷
と
し
て
の
最
大
の
特

徴
で
す
。
普
通
の
民
家
に
は
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
民
家
よ
り
も
格

が
上
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
19
世
紀
か
ら
国
学

や
尊
王
思
想
が
広
が
り
、
神
社
の

神
道
思
想
が
高
ま
っ
て
き
て
、
更

級
八
幡
宮
は「
武
水
別
神
社
」と

社
号
を
変
更
し
ま
し
た
。
幕
末
の

１
８
６
１
年
に
は
神
事
の
た
め
の

神
殿
と
し
て
松
田
家
斎
館
が
増
築

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
以
降
、

明
治
政
府
に
よ
り
廃
仏
稀
釈（
仏

教
を
排
斥
す
る
こ
と
）運
動
が
進

め
ら
れ
近
代
神
主
邸
宅
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
に
、
八
幡

村
役
場
が
置
か
れ
て
、
知
事
ら
を

接
待
す
る
た
め
の
新
座
敷
が
新
築

さ
れ
る
な
ど
、
規
模
や
建
物
が
増

松 田 館 は、 中 世 から 近 世 を 経 て 近

代 に 至 るま で の 神 主 邸 宅 の 景 観 を

追 体 験できる貴重な文 化 財です。

■日時　３月21日（火）～26日（日）まで
　　　　午前１０時～午後４時
■会場　松田館（武水別神社西側）
　　　　車でお越しの際は、武水別神社の　

　　　駐車場をご利用ください。
■対象　どなたでも見学できます。
■内容　係員が会場で解説します。期間中お

　　　茶会や水彩画展を行ないます。
■申込方法　　事前申込み不要
■問い合わせ先　
　市歴史文化財センター（℡026-261-3210）

3 月 2 1 日 ～ 2 6 日 ま で

加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
松
田
館
は
、
江
戸

時
代
に
は
民
家
造
り
の
神
主
屋
敷

で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
に
な
り
国

家
神
道
の
宗
教
政
策
の
下
で
近
代

神
主
邸
宅
に
整
備
さ
れ
た
景
観
が

見
ら
れ
る
全
国
で
も
唯
一
の
場
所

で
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
松
田
家
文
書
は
、
室
町

時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
和
歌
・
連

歌
・
俳
句
な
ど
の
文
学
史
料
の
ほ

か
に
、
武
田
信
玄
・
今
川
義
元
・

上
杉
景
勝
な
ど
戦
国
大
名
や
歴
代

の
徳
川
将
軍
家
の
発
給
文
書
、
近

世
の
更
級
八
幡
宮
の
社
務
関
係

文
書
な
ど
が
大
量
に
残
さ
れ
て
お

り
、
現
在
も
整
理
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

井 原  今 朝男 さん

主屋には、22 年ほど前（平成 6 年）まで実際に住
んでいました。祭事のときは、今も斎館を使用して
います。神主住宅の特徴として、「おたや」「御

お た ま や

霊屋」

松 田 館 を 一 部 公 開

は普通の住宅では見られない珍しい建
物です。

裏庭には、裏長屋から長屋門の堀ま
で流れる水路があり、昔は生活用水と
して使っていて、ホタルも舞っていた時
期もありました。屋敷全体の雰囲気を
通して、その時代に生きていた人たちの
生活を想像しながら、ゆったりとした時
間を過ごしてもらいたいと思います。

武水別神社神主
松田 直隆さん

【特集】 松田館

国立 歴 史民 俗 博 物 館
総 合 研 究大 学 院 大 学

松田家資料保存整備委員会座長・市文
化財保護審議会会長としてご指導され
ています。

名誉 教 授

神 主 松 田 さ ん が

　 　 　 　 　 紹 介 す る松 田 館

▲主屋から斎館に向かう途中に、身
体を清める「湯

ゆ ど の

殿」があるのが大き
な特徴です

県
知
事
を
接
待
す
る
た
め

に
明
治
に
な
っ
て
建
て
ら

れ
た
八
幡
の
迎
賓
館
で
す
。

新し

ん

ざ

し

き

座
敷

県
宝
指
定
。
近
世
の
神
社
神
主
家
の
住

宅
が
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る

例
は
、
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
少
な

く
貴
重
な
建
物
で
す
。

県
宝
指
定
。江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
改

築
さ
れ
、
現
在
も
仲
秋
祭
や
大
頭
祭
の

出
達
式
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

斎さ

い

か

ん館

松
田
家
住
宅
主お

も

や屋

松田館に現存する建物

▲玄関の土間を入ると、とりつぎの
間・なかの間・客間・座敷と続い
ています

幕
末
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
の
時
に
土
塁
を
壊
し

て
い
る
こ
と
が
調
査
で
判

り
ま
し
た
。

隠い

ん

き

ょ

や

居
屋

明
治
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た

裏
門
で
、
門
の
下
に
水
路
を

通
し
、
屋
敷
内
に
水
を
引
い

て
い
ま
す
。

裏う

ら

な

が

や

長
屋

寛
政
６
年（
１
７
９
４
）
に

建
て
ら
れ
、
墨
書
が
天
井
の

梁
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。展

示
室
に
改
装
し
ま
し
た
。

味み

そ

ぐ

ら

噌
蔵

松田館の魅力
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地
域
の
仲
間
と
「
つ
な
が
り
」
を

　
　
　
　
　

持
ち
続
け
て
ほ
し
い

対
象
と
な
る
子
ど
も
達
は

市
内
に
居
住
し
て
、
現
在
、
特
別
支

援
学
校（
稲
荷
山
養
護
学
校
、
長
野
ろ

う
学
校
、
長
野
盲
学
校
、
若
槻
養
護
学

校
、
信
州
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
な

ど
）に
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
が
対

象
に
な
り
ま
す
。副
学
籍
を
希
望
す
る

保
護
者
が
特
別
支
援
学
校
に
申
し
出
を

し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
希
望
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
交
流
内
容
は

子
ど
も
の
健
康
状
況
や
交
流
内
容
の

希
望
を
基
本
に
、
保
護
者
と
在
籍
校
、

副
学
籍
校
で
相
談
を
し
な
が
ら
計
画
を

副
学
籍
と
は

副
学
籍
と
は
、
特
別
支
援
学
校（
在

籍
校
）で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
、
居
住
す

る
地
域
の
小
・
中
学
校
に「
副
学
籍
」を

お
き
、
交
流
や
共
同
学
習
を
と
お
し
て
、

居
住
地
域
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
、
仲
間
意
識

を
高
め
る
取
組
み
で
す
。

副学籍キーワードは「つながる」 4月から導入

こ
れ
ま
で
も
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち

と
市
内
の
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
は
、
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
回
数
も
限
ら
れ
お
互
い
の
通
学
区

の
地
域
の
仲
間
と
交
流
や
つ
な
が
り
を

深
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
な
か
な
か
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
副
学
籍
」で
は
、
在
籍
校
の
ほ
か
に

地
域
の
学
校（
副
学
籍
校
）に
も
、
そ
の

子
ど
も
の
属
す
る
学
級
が
あ
り
机
や
ロ

ッ
カ
ー
が
用
意
さ
れ
、
ご
希
望
に
よ
り

名
簿
に
名
前
が
載
り
ま
す
。本
人
か
ら

す
る
と
、
自
分
の
居
場
所
が
あ
っ
て
行

き
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
は「
時
々
、
養
護
学
校
か
ら
来

る
お
友
だ
ち
だ
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
学

級
の
友
だ
ち
の
一
人
で
も
あ
る
」と
い
う

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。

本
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
同

世
代
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
い
る
時
間
が

少
し
で
も
多
く
持
つ
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
学
校
生
活
で
の
友
だ

ち
の
つ
な
が
り
は
、
将
来
社
会
に
出
た

あ
と
の
つ
な
が
り
に
も
必
ず
通
じ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
み
て
も
、
こ
れ
か
ら
社
会
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
理
解
が

必
要
で
、
多
様
性
を
認
め
て
生
き
て
い

く
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
世
の

中
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
生
活
に
限
ら
ず
地
域
の

中
で
も
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
で
配
慮
を
し
な
が
ら
も
、
地
域
の
行

事
に
誘
っ
て「
一
緒
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
」と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
が
高
ま
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

稲荷山養護学校　宮坂 正 校長

立
て
て
い
き
ま
す
。

○
学
校
行
事（
入
学
式
・
卒
業
式
・
運

動
会
・
音
楽
会
・
文
化
祭
・
学
年
行

事
な
ど
）へ
の
参
加

○
交
流
・
共
同
学
習（
活
動
可
能
な
教

科
学
習
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
）へ
の
参
加

○
学
校
だ
よ
り
な
ど
の
配
布

○
地
域
行
事（
地
域
行
事
や
小
・
中
学

校
の
地
区
単
位
で
行
な
う
行
事
な
ど
）

　
へ
の
参
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

期
待
で
き
る
効
果

特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
は

居
住
地
の
小
・
中
学
校
で
生
活
体
験
を

広
げ
、
地
域
の
児
童
生
徒
と
の
仲
間
意

識
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
は
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
と
ふ
れ
あ
い
、
共
に
活
動

を
す
る
こ
と
に
よ
り
個
々
の
違
い
を
認

め
合
い
な
が
ら
仲
間
意
識
を
高
め
、
共

に
尊
重
し
あ
う
心
が
育
ち
ま
す
。そ
し

て
将
来
的
に「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
し
な
が
ら「
共
生
社
会
に
つ

な
が
る
行
動
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形

成
」に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

インタビュー

２副
学
籍
を
お
く
埴
生
小
学
校
に
は
、

保
育
園
で
一
緒
だ
っ
た
お
友
だ
ち
が
い

る
の
で
、
そ
の
子
た
ち
と
一
緒
に
活
動

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
や
、
息
子
の

こ
と
を
知
ら
な
い
子
と
の
交
流
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
へ
は
親
の
付
き
添
い
が
必
要

な
の
で
、
私
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
交

流
の
回
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
人
は
気
に
し
な
い
性
格
で
す
が
、
障

が
い
の
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
な
い
か
と

い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ

を
恐
れ
て
何
も
し
な
い
よ
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
周
り
と
の
交
流
を
多
く
持
ち
、

将
来
一
人
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

つ
な
が
り
は
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「 将 来のために、今から

社会を広げてもらいたい」

中学１年生の娘を
もつ保護者の方

娘
は
小
学
６
年
生
ま
で
は
地
域
の
小

学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
か

ら
は
稲
荷
山
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
居
住
地
間
交
流
と
し
て
年

数
回
の
交
流
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校

が
別
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
お
客
さ
ん

の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
の
で
打
ち
解
け

に
く
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

仲
が
良
か
っ
た
お
友
だ
ち
と
会
う
機

会
も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
制

度
で
、
で
き
る
限
り
交
流
を
も
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

お
友
だ
ち
と
し
て
、
も
っ
と
深
い
関
係

を
築
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「もっと 深く交 流 が できる

　ようになればうれしい」

■問い合わせ先　戸倉庁舎・教育総務課（内線6318）

インタビュー１

小学１年生の息子を
もつ保護者の方



市報千曲　平成29年3月  　10　　11　  市報千曲　平成29年3月

次 代 の ま ち づ く り の た め に  
～ 立 地 適 正 化 計 画 の 策 定 に 向 け て ～ v ol .  5

前号では、立地適正化計画の内容についてご紹介しました。
今月号では、計画が公表された場合に必要となる届出についてご紹介します。

■問い合わせ先　更埴庁舎・都市計画課（内線5622）

立地適正化計画では、居住を誘導する「居住誘導区域」と、生活サービスを誘導する「都市機能誘導区域」を定
め、都市機能誘導区域には、その区域に誘導する施設（誘導施設）を定めています。

立地適正化計画が公表（３月 31 日予定）された場合、都市再生特別措置法に基づき、以下の届出の対象となる
行為を行なう場合、これらの行為に着手する日の 30 日前までに、市長への届出が必要です。

詳細については、市ホームページをご覧いただくか、都市計画課まで問い合わせてください。

居住誘導区域に関する届出

都市計画区域のうち、居住誘導区域外で以下の行為
を行なおうとする場合
●開発行為の場合
①３戸以上の住宅の建築を目的とする開発行為
②１戸又は２戸の住宅の建築を目的とする開発行為

で、その規模が1,000㎡以上のもの
●建築等行為の場合
①３戸以上の住宅を新築しようとする場合
②建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して３

戸以上の住宅とする場合

第  回３

今回は１月に台湾で行なわれた台湾人パワ
ーブロガーによる千曲市トークイベントをご
紹介します。

昨年 10 月にブロガーの方に千曲市内と近
隣エリアを 5 日間にわたって旅行してもらい
ました。その体験を抽選で選ばれた 100 名を
超える参加者に向けてお話してもらいました。

台湾から千曲市までのアクセスから始まり、
実際に訪れてみないと分からない千曲市のデ
ィープな魅力をユーモアを交えながら伝え、
参加者は終始興味を持ってトークを聴いてい

    千曲市トークイベント in 台湾

▲千曲市名産品展示コ
ーナー

▲手湯体験、折紙の展
示

▲あん姫のぬいぐるみと
写真撮影をする親子

▲イベントの最後に来場者
の皆さんと記念撮影

ました。トーク以外にも杏製品や日本酒など
千曲市名産品の試飲試食や顔出しパネル、手
湯体験なども行ない、イベント会場は賑

にぎ

わい
に包まれました。告知用に壁に貼っていた千
曲市のポスターも持って帰りたいという方が
多く、イベント終了時には全部無くなってしま
うほどでした。

一方で会場で取ったアンケートでは「千曲市
に行ったことがある」という人はほぼゼロだっ
たので、台湾でユーザーの多い SNS を効果的
に使い、PR していく必要があると実感しまし
た。

堀
内
由
貴 

隊
員

１
月
17
日
、
長
野
県
教
育
委
員
会

の
推
薦
を
い
た
だ
き
千
曲
市
教
育
委

員
会
が「
第
10
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優

良
教
育
委
員
会
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
各
学
校
の
担
当
教

諭
で
構
成
す
る「
千
曲
市
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
委
員
会
」が
中
心
と
な
っ
て
進

め
る
公
開
授
業
、講
演
会
、実
践
事
例

集
の
編
集
・
発
行
な
ど
各
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
が
意
図
的
、
計
画
的
に
推

進
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
っ
た
学
校
支
援
、
職
場
体
験
の

事
業
所
開
拓
、
通
信「
キ
ャ
リ
ア
か
わ

ら
ば
ん
」発
行
に
よ
る
産
学
の
情
報

共
有
な
ど
の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
教
育
委
員
会
で
は「
学
校
・

家
庭
・
地
域
を
つ
な
げ
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
」を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

キ ャ リ ア 教 育 優 良 教 育 委 員 会
文 部 科 学 大 臣 表 彰

を 受 賞 し ま し た

■問い合わせ先　戸倉庁舎・教育総務課（内線6314）

市 教 育 委 員 会 が

誘導施設に関する届出

都市計画区域内に、誘導施設を立地しようとする場合
（ただし、都市機能誘導区域内で、それぞれの区域に
定められた誘導施設を立地しようとする場合は不要）
●開発行為の場合
①誘導施設を有する建築物の建築目的の開発行為を

行なおうとする場合
●建築等行為
①誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合
②建築物を改築し、誘導施設を有する建築物とする

場合
③建築物の用途を変更し、誘導施設を有する建築物

とする場合

誘導施設 適用

体育館 延床面積3,000㎡以上のもの

図書館 図書館法第2条第1項に定める
もの

病院
医 療 法 第1条の5に定める「病
院」で内科または外科を有する
もの

地域交流
センター

地域住民の相互交流を目的とし、
地域活性化の拠点として文化・
交流などの都市活動・コミュニ
ティ活動を支える中核的な施設

観光交流
センター

地区を訪れる観光客への観光案
内や観光客と地域住民のための
施設

区域図

戸倉駅

周辺地区

戸倉・上山田温泉地区

稲荷山地区

屋代駅

周辺地区

鉄道駅
ＪＲ篠ノ井線

凡例

しなの鉄道
用途地域
都市機能誘導区域
居住誘導区域

北陸新幹線

＊
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
一
人
一
人
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ

と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達

を
促
す
教
育
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自
殺
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

全
国
に
お
い
て
、
平
成
10
年
以

降
、
自
殺
で
命
を
落
と
し
た
人
は
年

間
3
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
平

成
24
年
以
降
3
万
人
を
下
回
り
や
や

３
月
は
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
・
転
居
な
ど
生
活
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
周

囲
の
人
の
気
づ
き
・
声
か
け
が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

他
人
ご
と
と
思
わ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
勇
気
を
持
っ
て
声
を
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

○長野いのちの電話

℡026-223-4343
毎日午前11時～午後10時

○自殺予防いのちの電話

℡0120-783-556
毎月10日、24時間無料

午前８時～翌11日午前８時

○こころの健康相談

　　　　　　　統一ダイヤル

（県精神保健福祉センター内）
℡0570-064-556

午前９時30分～午後４時
（月～金曜日）　

＊消えてしまいたいなど自殺
に傾いている方、家族や知
人に死にたいと訴えられる
方、身内が自死して悲観し
ている方などの相談に応じ
ます。

自殺予防を目的とした

相談窓口

○更埴庁舎

　　更埴保健センター

℡026-273-1111
（内線5507）

保健師による相談（随時）、精
神科医による精神保健相談会

（要予約）

○千曲市消費生活センター

（更埴庁舎・生活安全課内）
℡026-274-0820

多重債務や借金などの悩み相
談（要予約）

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
く
だ

さ
い自

殺
に
傾
い
て
い
る
人
は
、
何
か

し
ら
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
孤

立
感
を
高
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、

周
囲
の
人
の
気
づ
き
が
、
命
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

「
口
数
が
少
な
く
な
っ
た
」「
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
た
い
と
話
す
」な

ど
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ど
う
し
た
の
？ 

辛つ
ら

そ
う
だ
け
ど

…
…
」「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
」「
良

か
っ
た
ら
話
を
聞
く
よ
」な
ど
、
声

を
か
け
る
こ
と
で「
ひ
と
り
で
は
な

相
談
さ
れ
た
ら
…
…

相
談
さ
れ
た
場
合
は
、
聞
き
役
に

ま
わ
り
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
つ

も
り
で
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分

が
聞
き
役
と
し
て
適
切
か
と
迷
っ
た

り
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
く
て

は
…
…
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
何
も

言
わ
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。
他
者

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
安
心
感

が
、
心
理
的
孤
立
を
和
ら
げ
て
く
れ

ま
す
。

相
談
を
受
け
た
人
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
良
い
か
困
っ
た
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談
す
る
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市の関連相談窓口

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、４
月
２
日
以
降
に

廃
車
や
譲
渡
さ
れ
て
も
、１
年

分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
所
有
者
の
申

告
に
基
づ
き
ま
す
。
軽
自
動
車

な
ど
を
廃
車
ま
た
は
他
人
に
譲

渡
、
住
所
変
更
を
し
た
と
き
に

は
、
す
み
や
か
に
申
告
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
車
種
に
よ

っ
て
手
続
き
場
所
・
手
続
き
方

法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更

平
成
28
年
度
分
に
限
り
適
用

さ
れ
て
い
た
四
輪
車
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
税
率
）

区　分

初度検査年月別税率（年額）

平成27年
３月まで

平成27年
４月以降

初度検査年
月から13年
経過【重課税
率】（＊注）

平成28年４月～平成29年３月までのグリーン
化特例対象車【軽課税率】

電気自動車・天
然ガス自動車①

ガソリン車・ハイブリット車

② ③

三輪 3,100円 3,900円 4,600円 1,000円 2,000円 3,000円

四輪
以上

乗　用 営業用 5,500円 6,900円 8,200円 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用 営業用 3,000円 3,800円 4,500円 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円 1,300円 2,500円 3,800円

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
税
務
課（
内
線
５
２
４
５
）

表　四輪以上・三輪

区　分 取扱窓口 持ち物

原動機付自転車（125cc 以下） ○更埴庁舎税務課
　（内線5245）
○戸倉庁舎市民窓口課（内線6263）
○上山田庁舎市民窓口課（内線7105）

標識（ナンバープレート）、
印鑑、標識交付証明書小型特殊自動車

（農耕用作業車含む）
125cc を超え
250cc 以下のバイク

長野県軽自動車協会
（℡026-243-1967）

各取扱窓口に問い合わせ
てください。

三輪・四輪の
軽自動車（乗用、貨物）

軽自動車検査協会
長野事務所（℡050-3816-1854）

250cc を超える
バイク

長野運輸支局
（℡050-5540-2042）

車種ごとの取扱窓口など

＊注：電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ハイブリットや被けん引車は除きます。
①電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
②乗用：平成32年度　燃費基準＋20％達成車、　貨物用：平成27年度　燃費基準＋35％達成車
③乗用：平成32年度　燃費基準達成車、　貨物用：平成27年度　燃費基準＋15％達成車
＊ただし、②③に該当する場合、いずれも平成17年度排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限ります。

の
特
例
措
置
が
1
年
間
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

四
輪
車
な
ど
の
軽
自
動
車
の

う
ち
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
た

「
初
度
検
査
年
月
」が
平
成
28

年
4
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
ま

で
の
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す

る
車
両
に
は
、
平
成
29
年
度
分

に
限
り
、
燃
費
性
能
な
ど
に
応

じ
て
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
課
税

分
が
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
該
当

し
て
い
た
軽
自
動
車
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
標
準
税
率
に
な
り

ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
重
課
税
率

の
対
象
と
な
る
の
は
、「
初
度

検
査
年
月
」が
平
成
16
年
３
月

以
前
の
軽
自
動
車
で
す
。

守
ろ
う
大
切
な
い
の
ち

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
自
殺
未

遂
者
は
そ
の
10
倍
、
そ
の
周
囲
で
自

殺
の
影
響
を
受
け
る
人
は
5
～
6
倍

存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
の
身
近
に
起
こ
り
う
る
深
刻
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

軽
自
動
車
の

廃
車

・
名
義
変
更
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

関
係
な
く
、
毎
年
４
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
の
車
両
の
所
有

者
（
所
有
権
留
保
付
販
売
の
場
合
は
買
主
）
に
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
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嘱
託
職
員
（
介
護
認
定
調
査
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
1
人

■
職
種　
介
護
認
定
調
査
員

■
募
集
要
件　
看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
の
資
格
が
あ
る
人
で
、
普
通

自
動
車
免
許
を
保
持
し
パ
ソ
コ
ン

が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
戸
倉
庁
舎
高
齢
福
祉

課
認
定
調
査
係

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
原
則
）

■
賃
金　
月
額
19
万
８
０
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
募
集
要
件
に
係
る
資

格
・
登
録
な
ど
の
証
明
書
の
写

し
を
添
え
て
、３
月
15
日（
水
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
３
月
下
旬　

臨
時
職
員
（
事
務
補
佐
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
１
人

■
勤
務
内
容　
日
本
赤
十
字
社
千
曲

市
地
区
に
関
わ
る
事
務
補
助
な
ど

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
で
、
パ
ソ

コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
戸
倉
庁
舎
福
祉
課

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
12
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
０
９
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
う
え
、３
月
15
日（
水
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

嘱
託
職
員
（
社
会
福
祉
士
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
職
種　
社
会
福
祉
士
な
ど（
高
齢

者
の
相
談
支
援
業
務
、
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど
）

■
募
集
要
件　

①
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

②
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
経
験
が

３
年
以
上
あ
り
、
高
齢
者
の
保
健

福
祉
に
関
す
る
相
談
援
助
業
務
に

３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
人

＊
①
、
②
と
も
に
普
通
自
動
車
免
許

を
保
持
し
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
更
埴
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
原
則
）

■
賃
金　
月
額
20
万
８
９
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
社
会
福
祉
士
登
録
証

又
は
介
護
支
援
専
門
員
証
の
写

し
を
添
え
て
、３
月
13
日（
月
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
3
月
中
～
下
旬　

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
５
２
１
）

■
面
接
試
験　
３
月
下
旬　

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
〒
３
８
9

－

0
8
9
2 
千
曲
市
大
字
戸
倉

２
３
８
８
番
地
、内
線
６
２
１
３
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
高
齢
福
祉
課（
〒

３
８
9

－

0
8
9
2 

千
曲
市
大

字
戸
倉
２
３
８
８
番
地
、
内
線

６
２
３
８
）

民
生
・
児
童
委
員
の
紹
介

1
月
1
日
付
で
山
﨑
清
美
さ
ん

（
埴
生
桜
堂
地
区
担
当
）と
松
岡
欣

之
輔
さ
ん（
八
幡
北
堀
地
区
担
当
）

が
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
地
域
で
の
生
活
上
の
問

題
、
家
族
の
問
題
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
、
助
言
や

調
整
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
任
期
は

平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
内
線

６
２
１
２
）

公
益
的
市
民
活
動
推
進
委
員
を
募
集

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現

に
向
け
た
指
針
や
具
体
的
な
行
動
計

画
に
つ
い
て
、
市
と
一
緒
に
考
え
行

動
し
て
く
れ
る「
公
益
的
市
民
活
動

推
進
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
で
す
。

○
20
歳
以
上
の
市
民

○
で
き
る
だ
け
ほ
か
の
審
議
会
委
員

な
ど
に
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

■
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年

3
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法　
任
意
の
様
式
に「
協

働
を
進
め
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、３

月
17
日（
金
）ま
で
に
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（seisaku@
city.chikum

a.

nagano.jp

）で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
総
合
政
策
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
３
１
２
）

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査
や
審
議

を
行
な
う「
千
曲
市
都
市
計
画
審
議

会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民

で
、
市
の
他
の
審
議
会
委
員
な
ど

に
な
っ
て
い
な
い
人

■
任
期　
任
命
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限　
３
月
22
日（
水
）

■
応
募
方
法　

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙（
任
意
様

式
）に
、
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性

別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理
由
を
書

き
、「
千
曲
市
の
都
市
計
画
」を
テ

ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作

文（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
任
意
様
式
）

を
添
え
て
、
更
埴
庁
舎
都
市
計
画

課
へ
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
消

印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル（tosikei@

city.
chikum

a.nagano.jp

）
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
都
市
計
画
課（
〒

３
８
７

－8
5
1
1
 
千
曲
市

大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
内
線

５
６
２
２
、
FAX
０
２
６

－2
7
3

－1
9
2
1
）
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３
月
は
、
就
学
や
卒
業
な
ど
に
よ

る
市
内
外
へ
の
転
入
出
や
、
勤
務
先

で
の
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。左
表

の
事
例
を
参
考
に
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
種
類

○
第
１
号
被
保
険
者　
自
営
業
、
学

生
、フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
人

○
第
２
号
被
保
険
者　
会
社
員
、
公

務
員
な
ど
の
人

○
第
３
号
被
保
険
者　
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
ま
た

は
夫

平
成
29
年
度
学
生
納
付
特
例
の

お
知
ら
せ
を
郵
送

平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
て
い
た
人
で
、４
月
以
降
も

在
学
予
定
の
人
に
、
平
成
29
年
度
学

生
納
付
特
例
手
続
き
の
お
知
ら
せ
が

３
月
下
旬
に
郵
送
で
届
き
ま
す
。

引
き
続
き「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
同
封
の

申
請
書（
ハ
ガ
キ
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
保
護
シ
ー
ル
を
貼
り
郵

送
し
て
く
だ
さ
い（
在
学
証
明
書
や
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

届け出が必要な事例

こんなとき どうする

引
っ
越
し
を
し
た

千曲市に
転入

第1号被保険者は、原則手続き不要
第2号、第3号被保険者の人は、本人
または配偶者の勤務先で手続き

千曲市外へ
転出

第1号被保険者の人は、転出先の市
町村で手続き

〈必要なもの〉年金手帳

千曲市内で
転居

第1号被保険者の人は、住民異動届
をお出しください。
国民年金の手続きは不要

会社を退職した
国民年金加入の手続き

〈必要なもの〉年金手帳、離職日の確
認できるもの

会社に就職した
勤務先が厚生年金や共済組合の加入
手続きをするので、市役所での手続
きは不要

国
民
年
金
に
関
す
る
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

学
校
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
在
学
証
明

書
や
学
生
証
の
写
し
を
添

付
の
う
え
、
国
民
年
金
担

当
窓
口（
更
埴
庁
舎
市
民

課
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山
田

庁
舎
市
民
窓
口
課
）で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
長
野
南
年
金
事
務
所

（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

○
更
埴
庁
舎
・
市
民
課

（
内
線
５
４
３
４
）

千
曲
市
循
環
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

循
環
バ
ス
の
主
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
千
曲
市
総

合
交
通
マ
ッ
プ
・
時
刻
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
大
循
環
線

①「
平
日
限
定
便
」を
運
行（
東
部
線

の
車
両
）

②
土
曜
日
も
5
便
を
運
行

③「
Ｊ
Ａ
あ
ん
ず
店
西
」の
停
留
所

を
増
設（
東
部
線
共
用
）

■
東
部
線

①
５
便
、６
便
の
運
行
を
早
め
、
10

人
乗
り
車
両
で
運
行（
料
金
は
変

更
な
し
）

②「
白
鳥
園
」「
つ
る
の
湯
」行
き
を

毎
週
火
曜
日
と
第
2
金
曜
日
に
減

便（
毎
週
木
曜
日
の
運
行
は
取
り

や
め
）

③「
菅
谷
医
院
前
」の
停
留
所
を
増

設（
姨
捨
線
共
用
）

■
姨
捨
線

　
「
姨
捨
駅
入
口（
降
車
専
用
）」の

停
留
所
を
増
設

■
大
田
原
線

　
「
治
田
山
」の
停
留
所
を
廃
止

４
月
１
日
（
土
）
か
ら
循
環
バ
ス
な
ど
の

ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す

■
更
級
戸
倉
線

　
運
行
経
路
を
一
部
変
更

■
五
加
戸
倉
線

①
土
曜
日
の
５
便
の
運
行
を
取
り
や

め
②
現
行
の
６
便
は
冬
期
間（
１
月
９

日
か
ら
３
月
16
日
）の
み
運
行

■
上
山
田
線

　
「
上
町
」「
と
よ
き
内
科
前
」「
二

階
堂
医
院
前
」を
運
行

①「
Ｊ
Ａ
あ
ん
ず
店
西
」の
停
留
所

を
新
設

②
17
時
の
8
便
の
運
行
を
廃
止
し
、

17
時
台
は
東
部
線
の
5
便
が
定
時

定
路
線
で
運
行

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
生

活
安
全
課（
内
線
５
５
３
１
）

便 運行時刻表

１便 ８：30～
２便 ９：30～
３便 10：30～
４便 11：30～
５便 12：30～
６便 14：30～
７便 16：00～

めぐりきらり号の
ダイヤ改正 デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
め
ぐ

り
き
ら
り
号
」
の
改
正

平
成
29
年
度
障
害
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
回
数
券
の
交
付

重
度
な
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
の

生
活
圏
拡
大
と
社
会
参
加
の
推
進
を

図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者（
下
肢

ま
た
は
体
幹
１・２・３
級
、
内
部

ま
た
は
視
覚
障
が
い
１
級
の
人
）

○
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

○
療
育
手
帳
所
持
者（
Ａ
１
・
Ａ
２

の
人
）

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者（
１

級
の
人
）

○
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人（
難
病
患
者
）

■
交
付
枚
数　
４
月
か
ら
１
か
月
当

た
り
２
枚
の
割
合（
年
度
内
24
枚

を
限
度
）

＊
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
間
４
枚

の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額　
１
枚
６
５
０
円
を
限
度

■
申
請
開
始
日　
３
月
21
日（
火
）

■
申
請
方
法　
印
鑑
と「
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
保
健

福
祉
手
帳
・
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
」を
持

参
の
う
え
、
戸
倉
庁
舎
福
祉
課
、

更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
ま
た
は
上

山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
申
請

し
、
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

家
族
や
日
常
的
介
護
者
な
ど
の
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
４
）

平
成
29
年
度
市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

農
家
以
外
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
用

の
野
菜
を
作
り
、
土
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。
市
民
農
園
で
楽
し
く

「
農
」に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
利
用
時
期
・
期
間　
４
月
１
日
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
期
間
は

１
年
か
ら
３
年
と
農
園
毎
に
異
な

り
ま
す
。

■
申
込
方
法　
希
望
者
は
、
上
山
田

庁
舎
農
林
課
に
あ
る
市
民
農
園
利

用
申
込
書
に
記
入
し
て
、３
月
23

日（
木
）ま
で
に
農
林
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
者
が
多
数
の
募
集
区
画
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
上
の
注
意
事
項

○
市
民
農
園
利
用
者
は
、
千
曲
市
に

住
ん
で
い
る
人
で
、
家
庭
菜
園
を

楽
し
み
た
い
人
に
限
り
ま
す
。

○
駐
車
場
が
な
い
た
め
住
ん
で
い
る

所
か
ら
近
い
区
画
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
営
利
を
目
的
で
の
使
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
７
１
）

市民農園の利用区画など

農園
№

地区名 農園名
面積

（㎡）
年間

使用料
募集
区画

農園位置

１
03 打沢 越田 66 2,000円 2 打沢会館

南側

104 打沢 松在毛 66 2,000円 １ 打沢会館
東側

105 稲荷山 伊勢宮 66 2,000円 ５ 更埴西中学
校東側

112 八幡 坪鼻 83 2,500円 １ 八幡保育園
東側

115 杭瀬下 見崎 66 2,000円 ３ 更埴体育館
南側

116 稲荷山 元町 66 2,000円 １ 治田池北側

118 稲荷山 元町 66～
100

2,000円～
3,000円 ３ 治田池北側

119 八幡 社地
川原 66 2,000円 １ 武水別神社

東側

204 戸倉 上町２ 92 2,800円 １ 上町ふれあ
い広場北側

208 戸倉 上中町
2 66 2,000円 １ 上中町踏切

南側

214 上徳間 上徳間 180 5,400円 １ 伊勢社北側
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指
定
校
変
更
と
区
域
外
就
学
の
制
度

適
正
な
規
模
の
学
校
で
、

教
育
の
機
会
均
等
と
教
育
水

準
の
維
持
向
上
を
図
る
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

小
・
中
学
校
に
通
学
区
域
を

設
定
し
て
い
ま
す
。（
下
表

１
）通

学
区
域
は
、
地
理
的
な

条
件
や
地
域
の
歴
史
的
な
経

緯
な
ど
か
ら
設
定
さ
れ
、
学

校
教
育
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
学
校
を
指
定
す
る

際
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

市
内
で
ほ
か
の
通
学
区

域
に
あ
る
学
校
へ
の
就
学

（
指
定
校
変
更
）や
、
市
外
の

学
校
へ
の
就
学（
区
域
外
就

学
）を
希
望
す
る
人
に
は
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
認
め
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
下

表
２
）。
希
望
す
る
人
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

（
内
線
６
３
１
５
）

学校名 通学区域

屋代小学校 大字屋代、大字粟佐
東小学校 大字雨宮、大字土口、大字生萱、大字森、大字倉科

埴生小学校 大字寂蒔、大字鋳物師屋、大字打沢、大字小島、大字桜堂、大字杭瀬下、杭瀬
下一・二・三・四・五・六丁目、大字新田、大字中

治田小学校 大字稲荷山、大字野高場、大字桑原、大字八幡のうち中原区
八幡小学校 大字八幡（中原区を除く）

戸倉小学校 大字磯部、大字戸倉、大字戸倉温泉、大字若宮のうち八王子地区、大字上徳間
のうち今井町区・柏王区、大字内川のうち柏王区

更級小学校 大字若宮（八王子地区を除く）、大字羽尾、大字須坂

五加小学校 大字上徳間（今井町区・柏王区を除く）、大字内川（柏王区を除く）、大字千本
柳、大字小船山

上山田小学校 大字力石、大字新山、大字上山田、上山田温泉一・二・三・四丁目
屋代中学校 大字屋代、大字粟佐、大字雨宮、大字土口、大字生萱、大字森、大字倉科

埴生中学校 大字寂蒔、大字鋳物師屋、大字打沢、大字小島、大字桜堂、大字杭瀬下、杭瀬
下一・二・三・四・五・六丁目、大字新田、大字中

更埴西中学校 大字稲荷山、大字野高場、大字桑原、大字八幡

戸倉上山田中学校
大字磯部、大字戸倉、大字戸倉温泉、大字若宮、大字羽尾、大字須坂、大字上
徳間、大字内川、大字千本柳、大字小船山、大字力石、大字新山、大字上山田、
上山田温泉一・二・三・四丁目

区　分 要　　件 許可期間

地理的な条件
指定校への通学が距離的に過重な負担となるとき。

（杭瀬下土地区画整理事業地域内で、指定校である埴生小学校から
1.5Ｋｍ以上の通学距離がある場合に、埴生小学校または隣接する通
学区にある屋代小学校の選択が可能です）

卒業まで

最終学年 小学校６年、中学校３年で夏休み以降の住所の異動。
学期途中 学期途中の住所の異動。 学年末まで

転出転居予定 住宅新築のため住所の異動が確実なとき。 住所を異動するまで
家庭の理由 両親が共働きなどのため祖父母宅などから通学するとき。 小学校３年まで

教育的配慮 いじめ、不登校などの理由から指定校への就学が児童・生徒・保護者
にとって著しく過重な負担になると予測されるとき。

申請理由が
解消するまでその他

その他の理由により教育委員会が認めたとき。
（杭瀬下土地区画整理事業地域内で、屋代小学校への指定校変更許可
を受けた児童が、中学入学の際、屋代中学校を希望する場合など）

表１　小・中学校の通学区域

表２　指定校変更・区域外就学の要件
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   お知らせ

　募集・催し物

知

せ

ら

お
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果

２
月
１
日
に
更
埴
庁
舎
で
測
定
し

た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
健
康
に

影
響
の
な
い
値
で
し
た
。

■
調
査
結
果（
天
候 

く
も
り
）

○
地
上
10
メ
ー
ト
ル
付
近

　
毎
時
０・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト

○
地
上
１
メ
ー
ト
ル
付
近

　
毎
時
０・
０
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
４
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

同
じ
経
験
を
持
つ
家
族
同
士
が
気

軽
に
つ
ど
い
、
研
修
や
交
流
を
し
ま

す
。

●
昼
の
部

■
日
時　
３
月
２
日（
木
）、
16
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

精
神
障
が
い
者
家
族
会 

定
例
会

家
族
会
は
、
精
神
障
が
い
者
を
家

族
に
持
つ
人
た
ち
が
互
い
の
体
験
や
悩

み
を
語
り
合
い
、支
え
あ
う
会
で
す
。

■
日
時　
３
月
22
日（
水
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

長
野
県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
月
に
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
加
入
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
申
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
加
入
対
象　
市
内
に
居
住
し
て
い

る
人　

＊
被
扶
養
者
で
、
就
学
の
た
め
市
外

に
居
住
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き

ま
す
。

■
会
員
の
期
間　
４
月
１
日
～
平
成

30
年
３
月
31
日　

＊
期
間
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
加
入

で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
会
員

期
間
は
会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
会
費　
１
人
に
つ
き
４
０
０
円　

＊
年
度
途
中
の
加
入
も
同
額
で
す
。

■
申
込
方
法　
各
区
で
取
り
ま
と
め

て
い
る
ほ
か
、
生
活
安
全
課
、
各

庁
舎
市
民
窓
口
課
で
も
申
込
み
が

で
き
ま
す
。

＊
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
加
入

手
続
き
が
不
要
で
す
。
市
が
会
費

■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
３
月
22
日（
水
）午
後
７

時
～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
、
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

住
所
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
転
入
や

転
出
、
転
居
し
た
と
き
は
、
住
所
変

更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
方
法　
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
本
人
確

認
書
類
、
印
鑑
な
ど
を
持
参
の
う

え
、
更
埴
庁
舎
市
民
課
、
戸
倉
庁

舎･

上
山
田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課

に
あ
る「
住
民
異
動
届
」に
記
入

し
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
事
例

○
千
曲
市
に
転
入
す
る
場
合

　
住
み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
、「
転
出
証
明
書
」を
持
参
の
う

え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
転
出
証
明
書
」は
、
在
住
し
て
い

た
市
区
町
村
で
発
行
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

○
千
曲
市
か
ら
転
出
す
る
場
合

　
届
出
後
、「
転
出
証
明
書
」を
発
行

し
ま
す
の
で
、転
入
先
の
市
区
町
村

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
内
で
転
居
す
る
場
合

　
住
み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」に
ホ
コ

リ
な
ど
が
付
く
と
火
災
を
感
知
し
に

く
く
な
り
ま
す
。
半
年
に
１
回
は
清

掃
し
、
作
動
点
検
を
行
な
い
ま
し
ょ

う
。
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
10

年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■
防
火
標
語　
「
消
し
ま
し
ょ
う 

そ

の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
」

■
い
の
ち
を
守
る
習
慣
と
対
策

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
防
炎
製
の
寝
具
、
衣
類
や
カ
ー
テ

ン
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
坂
城
消

防
本
部
・
予
防
課（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
１
１
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
市
民
課（
内
線

５
４
３
１・５
４
３
２
）

を
負
担
し
、
加
入

手
続
き
を
行
な
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生

活
安
全
課（
内
線

５
５
１
５
）
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万
一
の
ケ
ガ
や
事
故
の
備
え
に

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に
加
入
を

■
対
象　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
を
行
な
う

４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
に

属
す
る
人

■
掛
金　

　
年
額
８
０
０
円
～
１
８
５
０
円

＊
年
齢
や
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
保
険
責
任
期
間　
平
成
29
年
４
月

１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

＊
加
入
手
続
き
が
４
月
１
日
以
降
の

場
合
は「
加
入
手
続
完
了
日
」の

翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

＊
補
償
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　
八
十
二
銀
行
各
支

店
、
更
埴
体
育
館
ま
た
は
戸
倉
体

育
館
に
あ
る
加
入
依
頼
書
に
記
入

治
田
公
園
桜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

樹
勢
回
復
作
業

千
曲
市
協
働
事
業
治
田
公
園
桜
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
で

は
、
桜
の
木
に
肥
料
を
与
え
る
樹
勢

回
復
作
業
を
行
な
い
ま
す
。

■
日
時　
3
月
25
日（
土
）午
前
９

時
～
正
午
ま
で

■
集
合
場
所　
治
田
公
園
管
理
棟

■
対
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容　
治
田
公
園
の
桜
の
木
に
肥

料
を
与
え
る
作
業（
穴
掘
り
・
施

肥
・
埋
戻
し
な
ど
）

■
そ
の
他　
作
業
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
都
市
計
画
課（
内
線

５
６
２
１
）

腎
臓
機
能
障
が
い
者
に
通
院
扶
助

費
を
支
給

■
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
腎

臓
機
能
障
が
い
に
よ
る
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
通
院
し
て

い
る
人

■
支
給
金
額　
月
額
３
０
０
０
円
～

６
０
０
０
円

＊
通
院
距
離
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

集

募

第
十
回
特
別
弔
慰
金

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

で
要
件
に
該
当
す
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
請
求
期
間
が
残
り
1
年
と
な

り
ま
し
た
。
未
請
求
の
人
は
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、５
年

償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

＊
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＊
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
平
成

27
年
7
月
に
書
類
を
郵
送
し
て
あ

り
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
対
象
と

な
る
人
や
通
知
が
届
か
な
い
人

は
、
担
当
窓
口
で
書
類
を
受
け
取

り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
請
求
書
類
は
、
市
で
受
付
後
、
裁

定
都
道
府
県
へ
進
達
さ
れ
、
そ
の

後
国
な
ど
の
処
理
が
加
わ
る
た

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ラ
ン
ニ
ン
グ
会
員

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
目
標
に
一
緒

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。
今
年

か
ら
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
い
人
で
も

大
歓
迎
で
す
。

■
時
間　
毎
週
日
曜
日　
午
後
３
時

30
分
～
５
時

■
集
合
場
所　
千
曲
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド

駐
車
場

■
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス　
千
曲
橋
緑

地
公
園
～
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

■
年
会
費　
８
０
０
０
円（
保
険
料

含
む
）

■
講
師　
高
橋
光み

つ
は
る治
さ
ん（
千
曲
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

■
申
込
方
法　
参
加
費
を
添
え
て
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
千
曲
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

４

公
共
職
業
訓
練
５
月
期
受
講
生

■
訓
練
期
間　
５
月
10
日（
水
）か

ら
約
７
か
月
間

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

■
対
象　
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
で
受
講
開

始
日
に
所
定
給
付
日
数
の
残
日
数

が
一
定
以
上
あ
る
人

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込

み
を
し
て
い
る
人

■
定
員　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
М
技
術
若

年
者
コ
ー
ス
15
人

■
受
講
料　
無
料

＊
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

■
内
容　
機
械
加
工
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
М
な
ど
の
技
能
技
術
を
習
得

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
・
部
品
を

つ
く
る
機
械
関
連
職
種
へ
の
就
職

を
目
指
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
３
月
30
日（
木
）

奨
学
金
貸
与
制
度
と
寄
付

経
済
的
な
理
由
で
大
学
・
高
等
学

校
な
ど
へ
の
就
学
が
困
難
な
人
に
、

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
成
績
が
優
秀
な
人

○
連
帯
保
証
人
と
保
証
人
を
得
ら
れ

る
人

○
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
１
種
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

■
貸
与
額
（
学
校
別
）

○
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）・
大

学
院
・
専
修
学
校
の
専
門
課
程

　
月
額
３
万
８
０
０
０
円

○
高
等
学
校（
全
日
制
・
定
時
制
）・

高
等
専
門
・
専
修
学
校
の
高
等
課

程　
月
額
１
万
４
０
０
０
円

千
曲
市
地
球
環
境
デ
ー

２
０
１
６
冬
の
実
施
結
果

平
成
28
年
12
月
18
日
に
実
施
し
た

「
千
曲
市
地
球
環
境
デ
ー
２
０
１
６

冬
」チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
小
さ
な

一
歩
が
大
き
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
人
数　
約
７
４
０
０
人

■
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量　
約
８
０
５
キ
ロ

グ
ラ
ム（
灯
油
18
リ
ッ
ト
ル
缶
を

18
缶
燃
や
し
た
場
合
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
と
同
量
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
４
）

平
成
29
年
度
指
定
ご
み
袋
購
入
チ

ケ
ッ
ト
を
郵
送

平
成
29
年
度
の
指
定
ご
み
袋
購
入

チ
ケ
ッ
ト
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
宛
名
面
に
は「
指
定
ご
み
袋
購

入
チ
ケ
ッ
ト
在
中
」と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
届
い
た
ら
ミ
シ
ン
目
に
沿

っ
て
切
り
開
き
、
内
側
に
印
刷
さ
れ

て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
届
い
た
日
か
ら

使
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
廃

棄
物
対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

▲

チ
ケ
ッ
ト
は
封
筒
型
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

屋
代
駅
前
第
一
駐
車
場
利
用
者

屋
代
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工

事
に
と
も
な
い
、
利
用
を
停
止
し
て

い
た
屋
代
駅
前
第
一
駐
車
場
の
定
期

利
用
を
５
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

こ
の
月
極
め
駐
車
場
の
利
用
を
希

望
す
る
人
は
、
応
募
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
駐
車
場
台
数　
35
台

＊
応
募
者
が
駐
車
台
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

＊
一
時
預
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
料
金　
５
０
０
０
円（
１
か

月
）

■
申
込
窓
口
（
受
付
時
間
）　

○
屋
代
駅
前
駐
輪
場
入
口
の
管
理
人

室（
午
前
７
時
～
午
後
７
時
）

○
更
埴
庁
舎
生
活
安
全
課（
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

■
申
込
期
間　
３
月
18
日（
土
）か

ら
31
日（
金
）ま
で

■
申
込
方
法　
申
込
窓
口
に
あ
る
応

募
用
紙
に
記
入
の
う
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
駐
車
場
所
の
決
定

　
駐
車
場
所
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
生

活
安
全
課（
内
線
５
５
１
５
）

春
の
山
火
事
予
防
運
動
・
３
月
１

日
（
水
）
～
５
月
31
日
（
水
）

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が

一
番
多
い
季
節
で
す
。
山
際
で
の
た

き
火
や
た
ば
こ
の
火
の
始
末
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

森
林
は
空
気
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
山
崩
れ
や
洪
水
を
防
い
だ
り
し

て
く
れ
る
大
切
な
財
産
で
す
。
火
災

に
よ
り
森
林
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
６
３
）

■
申
込
期
間　
４
月
３
日（
月
）
～

５
月
10
日（
水
）

＊
申
込
方
法
、
償
還
方
法
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
奨
学
基
金
へ
の
寄
付
の
お
願
い

千
曲
市
の
将
来
を
担
う
多
く
の
子

ど
も
が
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
奨
学
基
金
へ
の
寄
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
寄
付
の
手
続
方
法　
戸
倉
庁
舎
教

育
総
務
課
に
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
教

育
総
務
課（
内
線
６
３
２
２
）

め
、
審
査
か
ら
国
債
の
交
付
ま
で

は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
請
求
窓
口　
戸
倉
庁
舎
福
祉
課
、

更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
、
上
山
田

庁
舎
市
民
窓
口
課

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
１
３
）

の
う
え
、
八
十
二
銀
行
か
郵
便
局

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
戸
倉
体
育
館
内
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　
医
療
機
関

の
証
明
、
印
鑑
、
対
象
者
名
義
の

預
金
通
帳

＊
医
療
機
関
の
証
明
の
用
紙
は
、
福

祉
担
当
窓
口（
戸
倉
庁
舎
福
祉

課
、
更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
、
上

山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
）に
あ
り

ま
す
。

■
申
請
方
法　
福
祉
担
当
窓
口
に
あ

る
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
医
療

機
関
の
証
明
書
を
添
え
て
３
月
31

日（
金
）ま
で
に
福
祉
担
当
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
３
）

＊
対
象
・
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
公
共
職
業
訓
練
見
学
説
明
会

■
日
時　
３
月
23
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

■
対
象　
公
共
職
業
訓
練
５
月
期
受

講
生
の
対
象
者
と
同
じ
で
す
。

■
内
容　
公
共
職
業
訓
練
の
説
明
、

施
設
見
学
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野（
℡

０
２
６

－

２
４
３

－

７
８
５
６
）

ク
ラ
ブ（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

５
８
７
７
）



＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

市報千曲　平成29年3月　  22 　　23  　市報千曲　平成29年3月

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

お知らせ・募集・催し物

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
日
程
・
受
講
料　
①
パ
ソ
コ
ン

（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
）
入
門　
４

月
６
日
、７
日
・
５
０
０
０
円

　
②

イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー

ル
活
用
　
４
月
13
日
、
14
日
・

５
０
０
０
円
　
③
ワ
ー
ド
（
文
章
）

基
礎　
４
月
18
日
～
20
日
、
25
日

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー

千
曲
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
が
仲

介
役
と
な
り
、
市
内
農
家
の
繁
忙
期

に
お
手
伝
い
を
す
る
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
農
作
業
が
出
来
る
70

歳
位
ま
で
の
健
康
な
人

＊
農
業
未
経
験
で
も
可
能
で
す
。

■
作
業
内
容　
摘
果
・
葉
つ
み
・
収

穫
・
房
こ
き
・
摘
粒
・
袋
か
け

＊
脚
立
使
用
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

■
作
業
期
間　
農
家
か
ら
作
業
依
頼

の
あ
っ
た
日（
４
月
～
７
月
・
９

月
～
11
月
の
予
定
）

■
作
業
時
間　
約
７
時
間
30
分
／
日

＊
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
作
業
場
所　
千
曲
市
内

■
賃
金　
時
給
８
０
０
円

■
募
集
人
数　
10
人

■
応
募
期
限　
３
月
31
日（
金
）

■
申
込
方
法　
上
山
田
庁
舎
農
林
課

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
７
３
）

日
中
友
好
訪
中
団
派
遣
者

中
国
河
北
省
邢け

い

だ

い

し

台
市
と
は

２
０
１
４
年
か
ら
あ
ん
ず
を
共
通

と
し
て
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本

年
、
日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
に
あ

た
り
、
友
好
を
深
め
る
良
い
機
会
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　
５
月
８
日（
月
）
～
12
日

「
第
19
回
八
王
子
山
の
か
た
く
り

ま
つ
り
」

■
日
時　
４
月
２
日（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時

■
会
場　
佐
良
志
奈
神
社
境
内

■
内
容　

○
か
た
く
り
群
生
地
の
説
明

○
社
務
所
内
に
て
お
菓
子
と
抹
茶
の

サ
ー
ビ
ス

○
地
元
農
産
物
、
加
工
品
、
山
野
草

の
笛
な
ど
の
販
売

春
め
い
た
八
王
子
山
で
の
自
然
観
察

■
日
時　
４
月
１
日（
土
）
午
前
10

時
頃
か
ら
１
時
間
程
度

■
集
合
場
所　
大
正
橋
西
詰
め
の
鳥

居
下　
集
合
10
時（
駐
車
場
有
）

■
内
容　
八
王
子
山
で
の
自
然
観
察

■
服
装　
歩
き
や
す
い
靴
で
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
み
ど
り
の
サ

ポ
ー
ト
隊　
豊
城（
℡
０
９
０

－

１
６
９
３

－

９
０
５
７
）

第
４
回
防
災
の
あ
り
方
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
千
曲
・
坂
城

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、
要
援

護
者
の
命
を
守
る
防
災
の
あ
り
方
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

■
日
時　
３
月
５
日（
日
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

＊
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

し

物

催

戸
倉
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
観
察
会

春
の
妖
精
の
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
や
野

鳥
な
ど
を
戸
倉
地
区
の
セ
ツ
ブ
ン
ソ

ウ
群
生
地
周
辺
で
観
察
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
19
日（
日
）午
前
10

時
～
正
午
ご
ろ（
悪
天
中
止
）

■
集
合
場
所　
戸
倉
宿
キ
テ
ィ
パ
ー

ク（
下
か
ら
２
番
目
の
駐
車
場
）

■
観
察
場
所　
戸
倉
地
区
セ
ツ
ブ
ン

ソ
ウ
群
生
地

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
水
筒
、
お

や
つ
、
千
曲
市
の
自
然
観
察
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク（
持
っ
て
い
る
人
）

■
服
装　
防
寒
着
、
手
袋
、
歩
き
や

す
く
汚
れ
て
も
よ
い
靴

■
参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
な

ど
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■

参

加

費　
無
料（
希
望
者
に

１
０
０
円
で
資
料
を
配
布
）

■
内
容　

○
基
調
講
演　
講
師
・
松
丸
道
男
さ

ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
家
族
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ

ス
）、
山
本
里
江
さ
ん（
株
式
会
社

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

○
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
や
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
市
危

機
管
理
防
災
課
職
員
な
ど
の
皆
さ

ん
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
介
護
家
族
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー 

レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス 

松
丸（
℡

０
２
６

－

２
７
２

－５
４
６
０
）　

城
山
史
跡
公
園
「
荒
砥
城
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

初
め
て
の
人
で
も
安
心
し
て
始
め

る
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。
聴
講

だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
12
日（
日
）午
後
１

時
30
分
か
ら

■
会
場　
上
山
田
文
化
会
館 

２
階

中
会
議
室

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
市
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
６
１

－

３
２
１
０
）

さ
ら
し
な
の
里
歴
史
資
料
館
講
演
会

■
日
時　
３
月
19
日（
日
）午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時

嘱
託
職
員
（
福
祉
課
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
定
期
的
に
生
活
困
窮

者
な
ど
の
自
宅
へ
訪
問
し
、
学
習

支
援
、
学
習
環
境
づ
く
り
な
ど
を

行
な
い
ま
す
。

■
募
集
要
件　
小
・
中
学
校
教
諭
免

許
が
あ
る
人

■
勤
務
場
所　
戸
倉
庁
舎
福
祉
課

■
勤
務
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分

■
賃
金　
月
額
18
万
３
２
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
う
え
、３
月
15
日（
水
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験
　
３
月
下
旬

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
〒
３
８
９

－

０
８
９
２ 

千
曲
市
大
字

戸
倉
２
３
８
８
番
地
、
内
線

６
２
２
０
）

～
27
日
・
１
万
４
０
０
０
円 

■
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

■
会
場
　
長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

■
定
員　
各
10
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　
３
月
８
日（
水
）
か

ら
各
受
講
開
始
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
受
講
料
を
添
え
て
、
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
２
１

－

０
５
０
５
）

第
13
回
戸
倉
祭
り
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
・
出
展
者

■
日
時　
５
月
５
日（
金
・
祝
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時
頃

■
会
場　
白
鳥
園
南
多
目
的
広
場

■
対
象

○
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
ラ

イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

○
産
地
直
売
、
各
種
販
売
、
露
店
な

ど
の
出
店
者

＊
野
菜
や
地
元
特
産
品
な
ど
の
販
売

も
大
歓
迎
で
す
。

■
申
込
方
法　
３
月
31
日（
金
）ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
者
に

つ
い
て
は「
代
表
者
氏
名
、
電
話

番
号
、
参
加
人
員
、
内
容
」を
、
露

店
出
店
希
望
者
に
つ
い
て
は「
代

表
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
販
売
種

類
」を
確
認
し
ま
す
。

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
し
、
後

日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
祭

り
実
行
委
員
会 

吉
田（
℡
０
９
０

－

８
０
０
０

－

７
８
１
３
）

▲子どもから大人までみんなで楽
しめる戸倉祭り

（
金
）

■
訪
問
都
市　
北
京
、
石せ

っ
か
そ
う

家
荘
、
邢

台
■
対
象　
趣
旨
を
理
解
し
、
健
康
で

団
体
活
動
に
参
加
で
き
る
人

■
募
集
人
員　
10
人（
先
着
順
）

■
旅
行
代
金　
約
24
万
円（
予
定
）

＊
旅
行
代
金
に
含
む
費
用
は
、
往
復

の
国
際
航
空
運
賃
、
中
国
内
の
宿

泊
費
、
食
事
、
交
通
費
、
入
場
料
、

ガ
イ
ド
料
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

代
、
空
港
使
用
料
、
国
内
交
通
費

で
す
。　

■
申
込
方
法　
３
月
10
日（
金
）ま

で
に
申
込
金
３
万
円
を
添
え
て
、

日
中
友
好
協
会
事
務
局
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
行
程
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
市

日
中
友
好
協
会
事
務
局 

小
林（
℡

０
２
６

－

２
１
４

－

８
０
４
４
）

  

群生地の巡視などセツブンソウの
保護、育成活動を行なっています。
見学者も県内外からとても多く、活
動を通じ見学者との交流の場ともな
っています。一緒に活動する皆さん
の入会をお待ちしています。
■問い合わせ先　
　戸倉セツブンソウを育てる会
　坂井（℡026-275-2768）

戸倉セツブンソウを育てる会

募集

▲美しく咲き誇るセツブンソウの花

Ｏ
法
人
千
曲
市
環
境
市
民
会
議

事
務
局　
金
澤（
℡
０
８
０

－

６
９
９
４

－

４
８
２
０
・
月
～
金

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

■
会
場　
さ
ら
し
な
の
里
歴
史
資
料

館
■
演
題　
「
ヒ
ト
は
な
ぜ
絵
を
描
く

の
か 

～
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
研
究
か

ら
洞
窟
壁
画
ま
で
～
」

■
講
師　
齋
藤
亜
矢
さ
ん（
京
都
造

形
芸
術
大
学
准
教
授
）

■
定
員　
80
人（
先
着
順
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
さ
ら
し
な
の
里
歴
史
資
料
館（
℡

０
２
６

－

２
７
６

－
７
５
１
１
）



＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。
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白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

①
マ
マ
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト
！

　
特
別
な
日
の
女
の
子
ヘ
ア
ア
レ
ン

ジ
講
座

■
日
時　
３
月
５
日（
日
）
午
前
10

時
～
正
午

■
内
容　
卒
園
式
や
入
学
式
、
や
っ

ぱ
り
我
が
子
は
か
わ
い
く
し
た

い
！ 
そ
ん
な
マ
マ
の
た
め
に
、

特
別
な
日
に
映
え
る
、
簡
単
で
か

わ
い
い
女
の
子
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
を

お
教
え
し
ま
す
。
髪
の
長
さ
別
に

指
導
し
ま
す
の
で
、
お
子
様
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
師　
塩
入
直
美
さ
ん

■
定
員　
５
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
親
子
で
１
５
０
０
円

＊
お
子
様
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
ヘ
ア

小
物
付
き
で
す
。

■
持
ち
物　
普
段
お
使
い
の
ブ
ラ

シ
、
コ
ー
ム
、
ヘ
ア
ゴ
ム
、
お
子

様
の
髪
飾
り（
持
っ
て
い
る
人
）

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
ラ
リ

エ
ッ
ト
）
と
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン

グ
作
り

■
日
時　
３
月
７
日（
火
）
午
前
10

時
～
正
午

■
内
容　
お
好
き
な
パ
ー
ツ
を
選
ん

で
自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ク
レ

ス（
ラ
リ
エ
ッ
ト　
留
め
金
具
の

な
い
長
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
）と
フ
ー

プ
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

■
講
師　

hitotsubu

■
定
員　
５
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
２
７
０
０
円（
材
料
費

込
み
、ド
リ
ン
ク
付
き
）

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

③
指
先
ま
で
可
愛
く
！ 

ジ
ェ
ル
ネ

イ
ル
♪

■
日
時　
３
月
７
日（
火
）
午
前
10

時
～
正
午

■
内
容　
年
齢
を
問
わ
ず
、
長
持
ち

も
す
る
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
は
、
マ
マ

か
ら
働
く
女
性
ま
で
す
べ
て
の
オ

シ
ャ
レ
女
子
の
味
方
で
す
♪

　
指
先
ま
で
か
わ
い
く
飾
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
講
師　
ネ
イ
リ
ス
ト　

nico

■
定
員　
１
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
４
０
０
０
円（
ア
ー
ト

代
込
み
）

④
ア
ロ
マ
講
座

■
日
時　
３
月
９
日（
木
）
午
前
10

時
～
正
午

■
内
容　
『
ホ
ー
ム
ケ
ア
編
』自
然

由
来
の
ア
ロ
マ
で
作
る
、
手
に
も

家
に
も
環
境
に
も
優
し
い
ホ
ー
ム

ケ
ア
の
い
ろ
い
ろ
。

　
ク
ラ
フ
ト
2
点
を
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
！

■
講
師　

kokoarom
a

■
定
員　
３
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
１
５
０
０
円（
ド
リ
ン

ク
付
き
）

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

⑤
や
っ
ぱ
り
手
作
り
！ 

入
園
入
学

グ
ッ
ズ

■
日
時　
３
月
15
日（
水
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

■
内
容　
来
春
用
の
入
園
・
入
学
グ

ッ
ズ
を
作
製
し
ま
す
。
今
回
は
何

で
も
Ｏ
Ｋ
！ 

必
要
な
も
の
を
各

自
制
作
し
ま
す
。

■
講
師　
青
木
ま
ゆ
み
さ
ん

■
定
員　
5
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
１
０
０
０
円
＋
材
料
費

（
生
地
や
材
料
を
注
文
す
る
場
合
）

■
持
ち
物　
生
地（
持
込
み
の
人
）、

家
庭
用
ミ
シ
ン
、
裁
ち
切
り
ば
さ

み
、
糸
切
り
ば
さ
み
、
マ
チ
針
、

チ
ャ
コ
ペ
ン
シ
ル
ま
た
は
鉛
筆
、

長
め
の
定
規

■
そ
の
他　
ミ
シ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
１
台
３
０
０
円
で
レ
ン
タ

ル
あ
り
ま
す
。

＊
布
の
注
文
を
受
け
付
け
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
に「Loro

ミ
シ

ン
の
あ
る
く
ら
し
」ま
で
メ
ー
ル

（loro.handm
ade@

gm
ail.

com

）で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
は
布
以
外
の
材
料
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

⑥
自
宅
で
で
き
る
肩
・
腰
・
ひ
ざ
痛

改
善
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

■
日
時　
３
月
17
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

■
内
容　
年
齢
を
重
ね
る
毎
に
目
立

つ
肩
・
腰
・
ひ
ざ
の
痛
み
の
原
因

を
知
り
、
自
宅
で
で
き
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　
金
子
千ち

ひ
ろ泰
さ
ん

（
２
０
１
７ 

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
長
野
大
会　
講
師
）　

■
定
員　
10
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
60
歳
以
上
５
０
０
円
、

60
歳
未
満
１
０
０
０
円

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
、バ
ス
タ
オ
ル

⑦
ち
く
マ
マ
バ
ン
ド
あ
り
が
と
う
コ

ン
サ
ー
ト

■
日
時　
３
月
20
日（
月
・
祝
）午

前
10
時
～
10
時
45
分

■
内
容　
千
曲
市
の
マ
マ
さ
ん
で

結
成
し
て
い
る「
ち
く
マ
マ
バ
ン

ド
」の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
子
ど

も
連
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
新
し
い
刺
激
を
楽
し
も
う
！ 

　
笑
顔
で
脳
ト
レ
い
き
い
き
ヨ
ガ
＋

健
康
ラ
ン
チ

■
日
時　
３
月
22
日（
水
）午
前
10

時
～

■
内
容　
笑
顔
で
楽
し
く
脳
機
能
ア

ッ
プ
！ 

簡
単
な
動
き
で
体
を
ほ

ぐ
し
、
脳
と
体
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
で
健
康
促
進
を
図
り
ま
す
。

終
了
後
は
、
管
理
栄
養
士
考
案
の

健
康
ラ
ン
チ
で
さ
ら
な
る
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
挑
み
ま
す
！

■
講
師　
青
木
芽め

り里
さ
ん

■
定
員　
10
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
１
９
０
０
円（
講
習
、

ラ
ン
チ
代
）

■
持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大

き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

⑨
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
座

■
日
時　
３
月
23
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

■
内
容　
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て

リ
ン
ゴ
の
ピ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ

ー
ズ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
ち

針
を
作
り
ま
す
。

■
講
師　
和
田
康
子
さ
ん

■
定
員　
10
組（
要
予
約
）

■
参
加
費　
８
０
０
円（
ド
リ
ン
ク

付
き
）

⑩
子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
の
マ
マ
向

け
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

■
日
時　
３
月
24
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

■
内
容　
産
後
の
体
の
状
態
を
理
解

し
、
子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
体
重

を
落
と
す
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
す
。

■
講
師　
金
子
千
泰
さ
ん

■
定
員　
10
組（
要
予
約
）

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

⑪
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
＆
健
康
ラ
ン
チ

■
日
時　
３
月
25
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

■
内
容　

IW
T

（
イ
ン
タ
ー
バ
ル
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）を
活
用
し
て
心
身
を
鍛
え
、

健
康
的
な
生
活
の
再
設
計
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

実
践
の
後

は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
提
供
し
ま
す
。

■
講
師　
近
藤
新
一
さ
ん

■
定
員　
10
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
１
５
０
０
円（
講
師
料
、

ラ
ン
チ
代
）

■
持
ち
物　
帽
子
、飲
み
物
な
ど

＊
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
服
装
と
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⑫
野
菜
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　（
全
４
回
開
催
の
２
回
目
）

■
日
時　
３
月
28
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

■
内
容　
野
菜
の
栽
培
を
技
術
専
門

家
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
講
師　
山
本
宗
輝
さ
ん（
野
菜
と

花
き
専
門
技
術
者
）

■
定
員　
20
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
１
０
０
０
円（
ド
リ
ン

ク
代
込
み
）と
初
回
の
み
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
１
０
８
０
円
か
か
り

ま
す
。

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

●
共
通
事
項

■
会
場
　
白
鳥
園

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
湯
の

さ
と
ち
く
ま
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

０
４
０
０
、
メ
ー
ル

info@
hakuchoen.jp

）
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　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

定例の掲示板

〈広告欄〉〈広告欄〉

＊変更になる場合があります。受診する人は消防署に確認してください。
○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

＊千曲中央病院では、内科・外科
　以外は受け付けていません。

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

3／5
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
二階堂医院（磯部）026-275-5582

渡辺歯科医院
（稲荷山）
026-272-1313

お日さま薬局（小島）026-272-0229
いわかた薬局（戸倉）026-275-0269

3／12
（日）

兒玉医院（寂蒔）026-272-4300
鴇沢内科クリニック（屋代）026-272-3713
いろかわ医院（坂城町）0268-82-2143

柳沢歯科医院
（稲荷山）
026-273-5638

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
上徳間薬局（内川）026-276-7790

3／19
（日）

中沢医院（小島）026-272-0131
安川整形外科クリニック（屋代）
026-273-6611
松尾医院（坂城町）0268-82-2013

宮坂歯科医院（小島）
026-272-0133

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324

3／20
（月・祝）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
森本眼科クリニック（内川）026-285-0020

林歯科医院
（上山田温泉）
026-275-1064

ウエルシア薬局千曲稲荷山店
（稲荷山）026-273-8208
タカチ薬局（内川）026-275-1624

3／26
（日）

あんずの里クリニック（森）026-272-1005
かつの耳鼻咽喉科（粟佐）026-274-3387
さかき生協診療所（坂城町）0268-82-0101

宮島歯科医院（粟佐）
026-273-3064

ＪＡあんずいせや薬局（雨宮）
026-273-3108
粟佐ひとみ薬局（粟佐）
026-273-6730
クスリのアオキ粟佐薬局（粟佐）
026-273-8210
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

4／2
（日）

もみのき内科クリニック（寂蒔）
026-272-3610
村上堂大井クリニック（坂城町）
0268-81-3131

大塚歯科クリニック
（上山田温泉）
026-276-5508

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
戸倉いせや薬局（上徳間）
026-261-0070

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
９
月
25
日（
木
）午
前
９
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

委
員
会
の
開
催

傍
聴
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会

■
日
時
　
３
月
29
日（
水
）午
前
９
時
～

■
会
場
　
戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
３
月
28
日（
火
）午
後
３
時
～　

■
会
場
　
上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
３
月
23
日（
木
）午
前
10
時
30
分
～
正
午　
更
埴
庁
舎
市
長
室

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

　
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）　

■
日
時　
３
月
19
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務

を
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
期
限　
３
月
31
日（
金
）

３
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課

　
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
８
２
０
）

幼
児
用
補
助
便
座
、
漬
物

容
器
、
女
性
用
下げ

た駄
、
掛

衣
装
、ス
ー
ツ
、コ
ー
ト
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
女

性
用
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ

ッ
ト
、
二
人
掛
け
ソ
フ
ァ

ー
、
噴
霧
器
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
ラ
ッ
ク
、
介
護
用
ベ

ッ
ド

 

ゆ
ず
り
ま
す

 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課

　
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
８
２
０
）

漬
物
容
器
、
掛
衣
装
、
ス

ー
ツ
、
コ
ー
ト
、
ボ
ー
リ

ン
グ
セ
ッ
ト
、
女
性
用
ゴ

ル
フ
セ
ッ
ト
、子
供
用
服
、

足
温
器
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
ラ
ッ
ク
、

C
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
噴
霧

器
、
都
市
ガ
ス
用
ス
ト
ー

ブ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
介

護
用
ベ
ッ
ド
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
、
リ
ビ
ン
グ
ボ

ー
ド
、
油
絵
用
木
枠
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｌ
Ｄ
カ

ラ
オ
ケ
盤

 

ゆ
ず
り
ま
す

 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

さ
ゆ
り
幼
稚
園
女
児
用

園
児
服
一
式
、
さ
ゆ
り

幼
稚
園
男
児
用
冬
ズ
ボ

ン
、
戸
倉
上
山
田
中
学

校
女
子
制
服
、
埴
生
中

学
校
女
子
制
服
、
社
交

ダ
ン
ス
衣
装
、
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
、
女
性

用
自
転
車
、
普
通
自
転

車
、
抱
っ
こ
ひ
も
、
卓

球
ラ
ケ
ッ
ト
、
家
電
用

品
、
長
テ
ー
ブ
ル
、
ロ

ッ
ク
ミ
シ
ン
、
座
卓
、

温
蔵
庫

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課

　
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
８
２
０
）

幼
児
用
補
助
便
座
、
漬
物

容
器
、
女
性
用
下げ

た駄
、
掛

衣
装
、ス
ー
ツ
、コ
ー
ト
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
女

性
用
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ

ッ
ト
、
二
人
掛
け
ソ
フ
ァ

ー
、
噴
霧
器
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
ラ
ッ
ク
、
介
護
用
ベ

ッ
ド

 

ゆ
ず
り
ま
す

 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

●
質
問
　
稲
荷
山
塩
崎
間
の
国
道
18
号
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

は
？

市
民
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
を
紹
介
し
ま
す

３●
介
護
保
険
料（
12
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
９
期
分
）

●
保
育
料（
３
月
分
）

●
公
共
下
水
道
使
用
料（
12
期
分
）

●
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
３
月
分
）

●
回
答（
建
設
課
）

　
市
内
千
曲
川
西
側
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
道
18
号
バ
イ
パ
ス

は
、
国
土
交
通
省
が
事
業
主
体
と
な
り
平
成
17
年
度
か
ら
部
分

的
に
開
通
し
て
き
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
稲
荷
山
塩
崎
間
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
用
地
取
得
が
始
ま
り
、
用
地
取
得
が
終
了
し

た
地
域
の
一
部
で
は
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
文
化
財
の
調
査
終
了
後
、
早
期
完
成
に
向
け
て
、
ト
ン
ネ

ル
工
事
な
ど
を
実
施
し
、事
業
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
現
国
道
18
号
の
渋
滞
は
慢
性
化
し
て
お

り
、
渋
滞
解
消
の
た
め
に
も
早
期
の
完
成
が
強
く
望
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
で
も
早
期
完
成
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、
併
せ
て
、八
幡
か
ら
更
級
・
上
山
田
地
区

を
通
り
坂
城
町
へ
抜
け
る
区
間
に
つ
い
て
も
、
渋
滞
解
消
だ
け

で
な
く
、
観
光
・
産
業
の
発
展
へ
の
寄
与
が
強
く
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、早
期
の
事
業
化
を
国
に
要
望
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください  ゆずります

電動自転車、ミシン置き台、
リヤカー、子ども用キックボ
ード、子ども用ストライダー、
車用パイプ車庫、帯戸、製麺
機、ベビーチェア、ベビーサ
ークル、子ども用2段ベッド

ポータブルトイレ、ベビーカー、成人女性用下駄、ガ
ラスケース入り人形、鏡台、漬物容器、シーリングライ
ト、潜水用のフィン、潜水用ゴム製手袋、遠赤外線ドー
ム、リビングボード、ジュニアシート、ジュニア用そり、
プラスチックケース入り人形、木製ベッド、成人式用着
物、猫用ゲージ、女性用ブーツ
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★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎   ℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jpー　相談は無料です　ー

定例の相談
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おすすめの一冊

作／森絵都・絵／陣崎草子
出版社／講談社

たまごというものは、もとも
と、ゆめみがちなたべもので
して、にわとりのママからう
まれたときから白いからの
中にはゆめがいっぱいつま
っているのです……。身近な
たべものがテーマの親しみ
やすい物語。巻末の「まめち
しき」でたべものへの理解が
深まります。

「オムライスのたまご」

更
埴
西
図
書
館 

新
刊
図
書

戸倉図書館

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分

～
、毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
～

○
更
埴
西
図
書
館

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説

『
大
鮃
』藤
原
新
也

『G
ood old boys

』本
多
孝
好

『
ま
た
、桜
の
国
で
』須
賀
し
の
ぶ

『
満
潮
』朝
倉
か
す
み

『
抱
卵
』堀
真
潮

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
柴
犬
の
ひ
み
つ
』長
島
孝
行

『
禅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
つ
く
る
と
ら

わ
れ
な
い
心
』植
西
聰

『
お
母
さ
ん
、旅
は
じ
め
ま
し
た
』

後
藤
由
紀
子

○
児
童
向
け

『
銀
杏
堂
』橘
春
香

『
宇
宙
か
ら
の
こ
と
ば
』毛
利
衛

『
ど
う
ぶ
つ
ド
ド
ド
』矢
野
ア
ケ
ミ

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

 人気の本ベスト５ 【料理】

１位 『浜内千波の子どもがよろこぶ
　　　野菜レシピ』浜内千波
２位 『おにぎらずとおにぎらずロール』
　　　郷知詠子
３位 『作りおきそうざい』主婦の友社
４位 『基本がわかる！ ハツ江の料理教室』
　　　高木ハツ江
５位 『昔ながらのお母さんの味』主婦の友社

○
小
説

『
冒
険
の
森
へ 

６
』吉
行
淳
之
介
ほ
か

『
掟
上
今
日
子
の
旅
行
記
』西
尾
維
新

『under the bridge

』堂
場
瞬
一

『
あ
お
な
り
道
場
始
末
』葉
室
麟

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
パ
ブ
ロ
フ
の
犬
』ア
ダ
ム 

ハ
ー
ト 

デ
イ
ヴ
ィ
ス

『
お
か
わ
り
ち
ょ
う
だ
い
！ 

保
育
園

ご
は
ん
』家
庭
栄
養
研
究
会

○
児
童
向
け

『
へ
ん
て
こ
生
物
の
ク
イ
ズ
図
鑑
』

学
研
プ
ラ
ス

『
ペ
ネ
ロ
ペ
ゆ
き
あ
そ
び
を
す
る
』

ア
ン 

グ
ッ
ト
マ
ン

○
小
説

『
ネ
コ
と
昼
寝
』群
よ
う
こ

『
幻
庵 

上
・
下
』百
田
尚
樹

『
サ
ー
ベ
ル
警
視
庁
』今
野
敏

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
世
界
の
天
空
の
城
』ア
フ
ロ

『
使
え
る
き
の
こ
レ
シ
ピ
』

野
永
喜
三
夫

○
児
童
向
け

『
と
ん
ね
る
を
ぬ
け
る
と
』片
山
健

　
毎
週
水
曜
日
午

前
10
時
30
分
～

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

平成 29 年市内事件・事故累計

（1 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 53件 （＋3）
自転車盗 42件（－11）
車上狙い 19件 （＋2）
その他 39件 （＋8）

交
通
事
故

件数 34件 （＋7）
死者 1人 （＋1）
傷者 43人 （＋9）

知
っ
て
く
だ
さ
い
被
害
者
・
ご
家
族
の
気

持
ち
を

　
犯
罪
の
被
害
は
、
あ
る
日
突
然
に
降
り

か
か
り
ま
す
。
犯
罪
な
ど
の
被
害
に
遭
う

と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
込
み
ま
す
。

周
囲
の
人
の
言
葉
・
関
係
者
の
対
応
な
ど

か
ら
二
次
的
被
害
に
も
苦
し
み
ま
す
。
そ

の
結
果
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に

苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
被

害
者
は
、
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を
一
人
で

悩
み
、
我
慢
し
て
い
ま
す
。
心
の
不
安
か

ら
夜
も
眠
れ
な
い
状
態
が
続
き
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
を
支
え
る
市
民
と
し
て

○
無
責
任
な
噂
話
は
し
な
い

○
興
味
本
位
で
話
し
か
け
な
い

○
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
介
入
し
な
い

　
こ
と
に
心
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
勇
気
を

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
電
話

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
電
話
相
談
窓
口（
℡
０
２
６

－

２
３
３

－

７
８
３
０
）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31＊

３月の図書館カレンダー

　　　更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
　　　上山田公民館図書室　休館日
＊図書整理休館日：更埴・更埴西・戸倉図書館は

3月31日（金）

相談内容 日時 時間 場所 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（JA ち
くま旧杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代の
就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時45分

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 ３月8日（水） 午後1時30分～
4時 千曲市ふれあい福祉センター 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 ３月8日（水） 午後1時30分～
4時30分 更埴保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）
借金問題・消費生活

相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
３月4日（土）

午前9時～正午
更埴文化会館 2階小会議室 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687
＊相談日直前の金曜日正午ま　

でに電話予約必要。３月12日（日） 戸倉創造館 創作室2

市民に寄り添う
人権相談 ３月22日（水） 午後1時～4時 稲荷山公民館 和室

戸倉庁舎・人権政策課
内線6331

＊県人権啓発センターでも
　火曜から日曜までの午前8時

30分から午後5時まで受付　
℡026-274-3232

障がい者（児）相談 平日 午前9時～
午後4時

千曲・坂城障がい者（児）相談支援室（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
３月2日（木）
4月6日（木） 午後1時30分～

4時30分まで
ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）
3月16日（木） 千曲市ふれあい福祉センター

法律相談
４月11日（火）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要４月25日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談 ３月11日（土） 午後1時～3時 稲荷山太陽の園 更埴庁舎・総務課
内線5212３月14日（火） 上山田庁舎 １階

年金相談（更埴）
毎週火・金曜日 午前9時～

午後5時 更埴庁舎年金相談コーナー
更埴庁舎・市民課

内線5434
３月９日（木）
３月23日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線6265３月13日（月） 午前9時～

午後4時
＊平日とは、土・日・祝日・振替休日・年末年始を除いた日のことです。
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わ
た
し
の

　
子
育
て

な
り
ま
す
。
地
域
の
方
が
、
子
ど
も

を
、
子
育
て
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
子

育
て
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
と
き
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

に
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
、
と
反
省

し
ま
し
た
。

日
々
の
忙
し
さ
で
忘
れ
が
ち
で
は

あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
で
大
変
な
と

き
こ
そ
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
て
き
て

く
れ
た
と
き
に
感
じ
た
生
命
の
尊

さ
、
子
ど
も
が
い
る
お
か
げ
で
子
育

て
が
で
き
る
と
い
う
喜
び
、
そ
し
て

周
り
の
人
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
有
り
難
さ
を
思
い
出
し
、
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
息
子
に
も
大
き
く
な
っ

た
と
き
に
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ

て
成
長
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

私
は
な
か
な
か
子
宝
に
恵
ま
れ

ず
、
子
ど
も
は
諦
め
よ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
矢
先
妊
娠
が

分
か
り
、
そ
の
時
は
、
喜
び
よ
り
も

正
直
、
無
事
に
育
っ
て
く
れ
る
か
と

い
う
心
配
の
方
が
大
き
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ

に
、
お
腹
の
子
は
順
調
に
育
っ
て
産

ま
れ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。「
命
っ

て
す
ご
い
な
、
尊
い
な
」と
思
い
ま

し
た
。

初
め
て
の
子
育
て
は
、
や
は
り
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
で
す

が
、
家
族
や
周
り
の
方
に
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
と
て
も

有
り
難
い
で
す
。
ま
た
、
息
子
を
連

れ
て
行
く
と
、
行
く
先
々
で
声
を
か

け
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
で
は
お
客
の
お
じ
い

さ
ん
が
笑
顔
で
頭
を
な
で
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
散
歩
に
行
け
ば
近
所
の
方

が
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
は
息
子
も
私
も
と

て
も
穏
や
か
で
う
れ
し
い
気
持
ち
に

第
71
話

南澤 友
と も み

美 さん
（八幡）

傷つける

vol.77地域に根ざす 協働のまちづくり

今年度の「千曲市協働事業提案制度」では、昨年 10 月に行なわれた公開プレゼンテーション・審査選考会
を経て、以下の 5 事業 8 団体が採択されました。提案団体と市の協働により、来月４月から本格的に事業を
実施する予定です。来月号からこのコーナーで各団体の声をお伝えします。

「心身ともに健康な生活を」健康コラム 第 35 回

血管内皮を守りましょう！ part2（最終回）

前回は正常な血管内皮細胞について紹介しま
した。（図 1）

島田秀平さんウォリバサダー就任

ブレアー

第
　
回
53

長野市出身で、ホワイトリングゲームでウォリアーズ
としてデビューを飾る三ツ井選手の出身中学校の先輩に
あたる、手相芸人の島田秀平さんにウォリアーズの PR 大
使「ウォリバサダー」に就任して頂くことになりました。
■ウォリバサダーとは

信州ブレイブウォリアーズを応援してくださる長野県
に縁のある著名人を「ウォリアーズアンバサダー」、略し
て「ウォリバサダー」と呼びます。これまで発表した「名誉

←チケット購入
はこちら

http://www.bleague-
ticket.jp/club/sw/

ブースター」の方々にも
今 後 は「ウ ォリ バ サ ダ
ー」として、ありとあら
ゆるところで信州ブー
スターと共にウォリア
ーズを PR、フルブース
トしていただきます。

信州ブレイブウォリアーズ

図１正常な血管

血管内皮機能が傷害されることで

動脈硬化へ

慢性的な高血糖による糖尿病や脂
質異常症、高血圧などが続くと、血
管内皮細胞を守っているグリコカリ
ックスがはがれて修復されず、内膜
が傷み、傷ついた血管内皮細胞は修

図２ 傷ついた血管

■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

提案団体名 事業名 事業内容 担当課
まちの学校

地域で支える“ひとり親家
庭”サポート事業

子どもの居場所づくりとして、“ひとり親家庭”の
子どもたちへの学習支援と食事の提供を行なう。 こども未来課長野県 NPO センター

企業組合労協ながの
一般社団法人

稲荷山町くらしと心を
育む会

「重伝建」のまち・稲荷山の
明日を考える「このまちのか
たち 今日そして明日」事業

街並みウォーキングやシンポジウム、パンフレッ
トの作成を通じて、稲荷山のグランドデザインを
つくりあげる。

都市計画課

えんがわ ガイドブック更新・発行 「車椅子の子どもがいる親のためのガイドブッ
ク」更新版を発行する。 福祉課

倉科の自然を守る会 市花「セツブンソウ」を知ろ
う学ぼう護

まも

ろう事業
市花セツブンソウを市民に知ってもらうための
勉強会の開催や、見学路補修を行なう。

歴史文化財
センター戸倉セツブンソウを

育てる会

パパママ教室実行委員会 遊びで育てるパパママ教室 体を動かす遊びの大切さを子育て家族に伝える
イベントを開催する。 こども未来課

参考：「血管内皮機能を診る」（南山堂、2015）東條美奈子著

復を繰り返すことで硬くなり、動脈硬化に進展して、心血管
病の発症につながります。（図 2）

血管内皮を傷めるリスクには、肥満（メタボリックシンド
ローム）・糖尿病・脂質異常症・高血圧などの生活習慣病が
あり、その発症要因には食生活・運動不足・多量飲酒・脱
水・睡眠不足・交代勤務・ストレス・家族歴（狭心症・心
筋梗塞・脳血管疾患）・閉経・加齢などの背景があります。

血管内皮細胞

平滑筋細胞

血管内腔

外膜

中膜

内膜

グリコカリックス（糖衣）

血流サラサラ～
乱流

血管を外部から守る

筋肉組織 ゴムのように伸び縮みし、血管の太さを調節している

血管内皮細胞

血管平滑筋細胞

（内皮細胞）

血管が硬くなる＝弾力性がなくなる

中膜（平滑筋）が厚くなる

細胞同士がはがれる

肥満
（内臓脂肪型）

中性脂肪 血糖
HbA1c 血圧 尿酸

傷つける
LDL

傷ついた内膜から入り込む

プラークができる
しみこみやすくなる

メタボリックシンドローム

電子顕微鏡で拡大すると

血管内皮を守るには

動脈硬化の初期段階では、リスクを減らすことで血管内皮改善効果があるといわれています。生活習慣の改善、生活習慣病
を適切に治療し、血管内皮を守り動脈硬化を防ぎましょう！

内臓脂肪から分泌される物質

■試合情報（会場：市戸倉体育館）

　3月4日（土）18:00 試合開始 vs. 群馬
　3月5日（日）14:00 試合開始 vs. 群馬
　4月1日（土）18:00 試合開始 vs. 奈良
　4月2日（日）14:00 試合開始 vs. 奈良
　4月15日（土）18:00 試合開始 vs. 名古屋
　4月16日（日）14:00 試合開始 vs. 名古屋
　4月29日（土・祝）18:00 試合開始 vs. 東京 Z
　4月30日（日）14:00 試合開始 vs. 東京 Z
■市内チケット販売扱い店

○千曲市観光協会
○湯のさとちくま「白鳥園」
○千曲市更埴庁舎本館西側１階売店
○信州ブレイブウォリアーズ クラブオフィス
■問い合わせ先　株式会社信州スポーツスピリット
　（℡026-214-7022・平日午前9時～午後5時）
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子 育 て の 広 場
★更埴子育て支援センター（℡026-273-6180）
★上山田子育て支援センター（℡026-275-6017）

■３月の休館日
○更埴子育て支援センター 
　４日、11日、18日、25日
○上山田子育て支援センター 
　５日、12日、19日、26日

■開館時間　午前８時30分～午後５時

～特別に記述がなければ、申込は不要、参加費は無料です～
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★「スマイル in ちくま」への応募をお待ちしています！
住所・氏名、連絡先、子どもの氏名（ふりがな）、性別、生年月
日、家族からのメッセージ、写真に子どもが複数いる場合は写
真の位置を明記し、写真をメール（３ＭＢ以内）で送信してく
ださい。
不明な点は、更埴庁舎・秘書広報課（内線5223）に電話するか
電子メール koho@city.chikuma.nagano.jp へご連絡ください。

開催日 内　容

３月１日（水） うたってあそぼう＆ひなまつり会

３月８日（水） うたってあそぼう＆お話しネットワーク
による絵本の読み聞かせ

３月15日（水） うたってあそぼう＆人形劇ちびまる
３月22日（水） うたってあそぼう＆工作

３月29日（水） うたってあそぼう＆
みんな集まれりんごっこ

☆ １月のお誕生日おめでとう会（上山田）　☆

☆ １月のお誕生日おめでとう会（更埴）　☆

 

子どもイベントニュース
親子ふれあいミニミニ講座 

上山田子育て支援センターで２月 8 日、ラ
ラさりまさん♪によるおはなしシアターが行
なわれました。会場は多くの親子連れの皆さ
んが訪れていました。優しい口調で物語が始
まると、白いパネルにさまざまなかわいい動
物が次々と貼り出されていきました。パンダ
や猿、キリン、象さんなどが現れると、子ども
たちは興味津津の様子でお話しの世界にすっ
かり引き込まれていました。親子で仲良く楽
しいひと時を過ごしていました。

二人仲良く元気に大きくなってね !!

　　 志
し の

乃 ちゃん （ ）2歳10か月
上山田・左

 

●親子ふれあいミニミニ講座　

更埴子育て支援センター上山田子育て支援センター

午前11時～11時30分

○更埴・上山田子育て支援センター　
　　　　　　　　　　開館日　午前８時30分～午後５時
○市立の各保育園（電話相談）
　祝日を除く毎週火曜日　午後１時～３時
○児童館・児童センター　開館日　午前10時～正午
＊各保育園、児童館、児童センターで相談を希望する人

は、事前に連絡してください。

【上山田】　３月９日（木）
【更　埴】　３月10日（金）

●栄養相談

【上山田】　３月３日（金）
【更　埴】　３月13日（月）

●ベビーママサロン

午前10時～午後３時

午前10時～11時

■対象　３月に生まれた子どもとその保護者です。　
＊事前に各子育て支援センターに申し込んでください。

【上山田】　３月23日（木）
【更　埴】　３月24日（金）

午前11時～正午　■持ち物　麦茶、お手ふき　■参加費　150円（写真代など）●お誕生日おめでとう会

●子育て支援相談

開催日・会場・内容については、平成 28 年度の「暮ら
しのカレンダー」で確認してください。

●子育てひろば 午前９時30分～11時30分　

＊来館した保護者の皆さんと一緒に、子どもの食事につ
いて栄養士さんと語り合う良い機会です。お気軽にお
出かけください。

中村 陽
よ う た

太 くん （ ）1歳6か月
上山田・右

元気よくすくすく育ってね♡

公園
めぐり

子どもと一緒に楽し
める市内の公園を紹
介します。

伊勢宮公園
稲荷山幼稚園の裏に位置する公園です。駐

車場はありませんが、通りから少し奥に入っ
た公園のため、車の騒音を気にせず過ごせま
す。園内は広いので、キャッチボールなどい
ろいろな遊びが楽しめそうです。

主な遊具・設備など
駐車場…なし、遊戯施
設、トイレ、水飲み場

（冬季閉鎖中）など

vol.16

萬葉公園

主な遊具・設備など
駐車場…なし、東屋、
ベンチ、石碑

＊公園はルールを守
　って遊びましょう

ツルヤ
稲荷山店

国
道
18
号

千曲川
長野
寿光会

堤
防
道
路

更埴西
中学校

伊勢宮公園

千曲川左岸万葉橋脇にある公園で園内に
は多くの歌碑があり、ボタンを押すと五木
ひろしの歌「千曲川」を聴くことができる石
碑もあります。千曲川に飛来する野鳥など
も観察でき、ゆったりと過ごせます。

篠原
杏
あ ん な

奈 ちゃん

（ ）1歳8か月
屋代

開催日 内　容

３月２日（木） うたってあそぼう＆
ひなまつりコンサート

３月９日（木） うたってあそぼう＆楽器あそび
３月16日（木） うたってあそぼう＆ハッピーイースター

３月23日（木） うたってあそぼう＆お話しネットワーク
による絵本の読み聞かせ

３月30日（木） うたってあそぼう＆花咲くコンサート

第１学校
給食センター

治田
小学校

市総合
観光会館

【上山田】　３月10日（金）
【更　埴】　３月８日（水）

●３歳児あつまれ 午前10時～11時（要予約）

万葉公園

万葉橋 戸倉
体育館

堤
防
道
路
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まちの話題　ちくまトピックス このコーナーでは、地域の行事やイベントなどの様子を紹介します

2 月 3 日に武水別神社境内で恒例の節分祭が行な
われました。天候に恵まれ、子どもからお年寄りまで
大勢の来場者で賑わっていました。
「福は～内 !!」と大きなかけ声とともに福豆がまかれ

ると、大勢の人々が手をいっぱいに伸ばして福を求め
合う姿が見られました。坂城町から訪れた女性は、景
品を手に「来てよかったです。ありがとうございまし
た」と笑顔で話していました。

「文化財防火デー」の 1 月 26 日、県立歴史館を会場
に防災訓練が行なわれました。市職員、消防職員、歴
史館職員、消防団員など約 100 人が参加して、避難訓
練や負傷者の救護搬送訓練などを行ないました。訓練
終盤には大型はしご車からの梯

ていじょう

上放水訓練も行なわ
れ、高く伸びた梯

は し ご

子から山林付近へ向けて放水する様
子を市民や保育園児らが見守っていました。

１／

CHIKUMA TOPICS

26

更埴文化会館あんずホールで、1 月 21 日に「第 13 回
人権を守る市民集会」が開かれました。オープニングで
は、五加小学校 6 年生児童の皆さんによる「友～旅立ち
の時～」「いのちの歌」の 2 曲が披露され、児童の美し
く澄んだ歌声がホール中に響き渡っていました。実践発
表では、屋代中学校 2 年生の佐藤優

ゆ う き

希君と若林里
り ほ

歩さ
ん、屋代高等学校 2 年生の神田羚

れ い じ

志君の 3 人の生徒に
よる人権に関する意見発表があり、会場から大きな拍手
が送られていました。

記念講演では、クッキングコーディネーターの浜この
みさんが講演し、いろいろな絵本をスクリーンに映し出
し、本の特徴や内容を丁寧に説明していました。浜さん
本人の心のこもった朗読も披露され、聴衆の皆さんの最
後まで真剣に聴講する姿が見られました。

１／
CHIKUMA TOPICS21

２／

CHIKUMA TOPICS

３
2 月 3 日に姉妹都市である愛媛県宇和島市の小学 6

年生児童 20 人が千曲市を訪れ、市内 9 校の代表児童と
交流を深めました。滞在中は、森将軍塚古墳の見学、黒
姫高原スノーパークでのスキーや交流先の児童家庭での
ホームスティなどを体験しました。2 日目のスキー交流
会は天候に恵まれ、白銀の世界を、慣れないスキーに苦
労しながらインストラクターの指導のもと、なだらかな
斜面を元気いっぱいに滑る姿が見られました。

を呼ぶ良い年に
　　なりますように

▲五加小学校6年生児童の皆さん

千曲市を拠点に活動して
いるダーツチーム「リボル
ト・ブラッズ A チーム」の
キャプテン・松林良

よしはる

治さん
が 1 月 26 日 更 埴 庁 舎 を
訪問し、群馬県前橋市で行
なわれるジャパンソフトダ
ーツリーグ北陸甲信越中央
地区エリア予選大会への出
場を岡田市長に報告しまし
た。

リボルト・ブラッズ A
チームは今回で８年連続長

CHIKUMA TOPICS

26

思
リ

１／

福

人　権を尊重し合う
　　差別のない千曲市を実現しよう

史的
文化財を
　　後世に

い出に残るスキー体験

▲優しい口調で朗読する浜このみさん

ボルト・ブラッズＡチームが
北陸甲信越予選大会出場を報告

「第８回千曲市食の文化祭」が 1 月 29 日に戸倉創造
館で行なわれました。会場では、かけはしの会の皆さん
による１年間の展示発表や千曲ブランド認定商品・地元
農産物の販売、おとうじなどが振る舞われたほか、かざ
り巻きずし・納豆づくり・箱膳体験は、子どもから大人
まで多くの来場者で賑

にぎ

わっていました。
箱膳体験では、東京や群馬、茨城県から参加した人も

見られ、「ひとつひとつ心がこもった料理で大変おいし
かった」「小さい頃を思い出しとても懐かしかった」な
どの感想が多く聞かれました。

1／

CHIKUMA TOPICS

29

土の食文化を未来へ郷

食べることは生きること

▲食と農の大切さをにこやかに話す相澤さん

野県の代表。キャプテンの松林さんは
「ダーツはメンタルが強くないとでき
ないスポーツ。集中力を切らさず、プ
レッシャーに打ち勝ち、全国へと進み
たい」と意気込みを話していました。

歴

また、長野県農村文化協会事務局長の相澤啓一さんによる
講演も行なわれ、休耕農地を直売所の実験農場にした例やじ
ゃがいもの浅植え栽培、軽トラ市など相澤さんの多岐にわた
る体験談に聴衆の皆さんは熱心に耳を傾けていました。

▲佐藤優希君 ▲若林里歩さん ▲神田羚志君

２／

CHIKUMA TOPICS

３ ５～

姉妹都市児童交流事業



No.162

市
報 

千
曲

発
行
　
長
野
県
千
曲
市（
〒
３
８
７
‐
８
５
１
１ 

長
野
県
千
曲
市
大
字
杭
瀬
下
84
番
地
）

編
集
　
総
務
部
秘
書
広
報
課
　
＊
乱
丁
・ 

落
丁
は
お
取
り
替
え
し
ま
す
。

千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w

.city.chikum
a
.lg

.jp

印
刷
　
寺
沢
印
刷
（
千
曲
市
大
字
八
幡
２
０
６
９
番
地
７
）

●千曲市役所の住所、電話・ＦＡＸ番号
　更埴庁舎（〒387-8511長野県千曲市大字杭瀬下84番地、℡026-273-1111、FAX026-273-1004）　
　戸倉庁舎（〒389-0892長野県千曲市大字戸倉2388番地、℡026-273-1111、FAX026-275-0238）
　上山田庁舎（〒389-0897長野県千曲市上山田温泉四丁目15番地１、℡026-273-1111、FAX026-276-0796）　

●市報千曲３月号の印刷費は、１部あたり約28円です。

　平成29年3月  36　

３
月
号

２
０
１
７（
平
成
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）年

●千曲市情報メール配信サービス

　千曲市から災害情報、
防犯情報などを電子メ
ールでお届けします。

●マチイロ（無料アプリ）で市報を読もう

▲利用登録はこちら

● 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
　「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

人の動き

 世帯数　21,776　（＋8）

 人　口　60,020人（－13）

 　男　　29,038人（－1）

 　女　　30,982人（－12）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成29年２月１日現在）

平成29年
1月中の動き
転入 113人
転出 83人
出生 39人
死亡 82人

▲利用登録はこちら

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。

編

集

　

記

後

先
日
、
車
を
運
転
し
て
い
る
と

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
一
人

の
男
の
子
が
渡
ろ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
私
は
、

車
を
停
車
さ
せ
男
の
子
が
渡
り
終

え
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。見
た
目

か
ら
小
学
生
低
学
年
く
ら
い
の
子

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

小
走
り

に
横
断
し
た
そ
の
男
の
子
は
、
最

後
に
ク
ル
っ
と
こ
ち
ら
に
向
き
を

か
え
、
深
々
と
頭
を
下
げ
て
走
り

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
な
ん
だ
か
心
が
と

て
も
温
か
く
な
り
ま
し
た
。大
人

の
私
た
ち
も
、
見
習
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
平
塚

チクマ
ビト
ＮＯ．19

「世界中の花屋さんに新しい色を届けたい」

株式会社ナカソネリシアンサス 代表取締役社長 中曽根　健
けん

さん（力石・51歳）

長
野
県
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
出
荷
量
全
国
１
位
を
誇
る
。
大
切

な
人
へ
贈
る
に
は
最
高
の
花
だ
。
そ
ん
な
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
中
で

も
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
人
気
を
博
す「
コ

サ
ー
ジ
ュ
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
開
発
し
た
の
は
民
間
で
は
数
少

な
い
育
種
家
の
中
曽
根
健
さ
ん
だ
。

中
曽
根
さ
ん
は
大
学
の
頃
か
ら
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
育
種
を
手
伝

う
。
大
学
卒
業
後
は
実
家
に
帰
省
。
父
親
の
家
業
を
継
ぎ
、
育
種
や

品
種
開
発
の
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ｔ
が
撤
退
す

る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、
Ｊ
Ｔ
系
の
生
産
者
か
ら
販
売
用
の
育
種

を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
自
分
の
た
め
の
育
種
を
し
て

い
た
中
曽
根
さ
ん
も
、
こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
販
売
用
の
育
種
へ
と

意
識
が
変
わ
り
始
め
た
と
い
う
。
試
行
錯
誤
に
よ
る
新
品
種
開
発
の

結
果
、２
０
０
６
年
に
誕
生
し
た
の
が「
コ
サ
ー
ジ
ュ
」だ
。
大
輪
フ

リ
ン
ジ
八
重
咲
。
従
来
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た

新
品
種
だ
。
毎
年
１
２
０
０
以
上
の
親
か
ら
２
０
０
回
を
超
え
る
掛

け
合
わ
せ
を
試
し
、
最
終
的
に
販
売
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
４
種
類
ほ

ど
。
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
き
れ
い
な
フ
リ
ル
と
八
重

品
種
の
鮮
や
か
さ
。
そ
し
て
花
持
ち
も
良
く
凛
と
咲
く
見
事
な
花
に

な
っ
た
。「
高
級
品
を
作
り
た
い
」と
同
じ
志
を
持
つ「
コ
サ
ー
ジ
ュ

会
」で
は
、
中
曽
根
さ
ん
が
認
め
た
人
だ
け
に
栽
培
が
許
さ
れ
る
。

栽
培
に
は
細
か
い
規
定
が
あ
り
、
非
常
に
高
い
技
術
が
要
求
さ
れ
、

手
を
か
け
な
い
と
育
た
な
い
。
コ
サ
ー
ジ
ュ
は
県
内
で
は
手
に
入
れ

る
の
が
な
か
な
か
難
し
い
高
級
な
花
だ
。

今
ま
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
中
曽
根
さ
ん
で
も
、
今
も
記
憶
に

残
る
賞
が
あ
る
。
平
成
19
年
、
日
本
フ
ラ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ

ー
２
０
０
７
切
花
部
門
で「
コ
サ
ー
ジ
ュ
グ
リ
ー
ン
」が
育
種
で
初

め
て
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
今
も
そ
の
時
の
受
賞
を
励
み
に
、
育
種

や
花
卉
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
バ
ラ
よ
り
も
い
い
賞
を
も
ら

う
と
い
う
の
は
花
屋
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
、
一
般
の
人
の
花
の

イ
メ
ー
ジ
も
変
え
る
の
で
は
」と
コ
サ
ー
ジ
ュ
へ
の
期
待
を
話
す
。

将
来
の
夢
は「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
街
角

と
か
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
系
が
売
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
」と
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
る
。
千
曲
か
ら
世
界
に
向
け

て
コ
サ
ー
ジ
ュ
が
咲
く
日
が
き
っ
と
来
る
。
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